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新庁舎建設工事現場で、

夏休み親子現場見学会を開催
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海
え び ぬ ま

老沼 操
そ う た

汰さん

●天明小学校６年

お父さんのように
なりたい

　ぼくの家は、建設業の仕事をしています。そして、ぼくの将来の夢は、お父さ

んと同じ仕事をすることです。お父さんが仕事をしている姿がかっこよく、やっ

てみたいなと思っています。

　建設業の仕事に就いたら、いろいろな機械の資格を取って、機械を動かし、お

父さんと一緒に、人に喜んでもらえる家やアパートを建てたいです。高校や大学

では、建設関係の勉強をしっかり行い、仕事に生かせるようにしたいです。

今回の表紙「新庁舎建設現場夏休み親子見学会」８月２日撮影

　８月２日、幼児とその保護者を対象に｢親子現場見学会｣を開催し、工事説明、現場

見学、新庁舎のぬり絵、重機乗車体験などを行いました。

　たいへん暑い中での見学会でしたが、普段は近くで見ることのできない重機に乗車

でき、参加した子どもたちは、とても喜んでいました。

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

先
月
、
第
22
回
さ
の
秀
郷
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
台
風

11
号
の
影
響
を
考
慮
し
、
２
日
目
の
催
し
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
祭
り
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
、
ま
た
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を
し
て
き
た

方
た
ち
の
気
持
ち
を
思
う
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の

た
め
、
や
む
を
え
な
い
判
断
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
日

に
行
わ
れ
た
多
く
の
催
し
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
、
ま
た
訪
れ
て
い

た
だ
き
、
各
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
も
終
わ
り
、
コ
ス
モ
ス
が
秋
風
に
ゆ
れ
る
頃
と
な
り
ま
す
と
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
立
市
」を
掲
げ
る
本
市
で
は
、
市
民
体
育

祭
を
は
じ
め
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
４
日
か
ら「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
県
内
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
種
目
の
交
流
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
市
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
会
場
で
あ
り
、
た
ぬ
ま
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広

場
に
お
い
て
、
全
国
１
６
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
の
心
」で
選
手
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、
佐
野
市
全
体
で
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
１
日
か
ら
原
動
機
付
き
自
転
車
等
の
標
識
に「
さ
の
ま
る
」を
デ
ザ
イ
ン

し
た
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト「
さ
の
ま
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」の
一
般
交

付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
規
取
得
並
び
に
交
換
も
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
の

ま
る
の
知
名
度
を
生
か
し
、
本
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
続
き
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
ご
確
認

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
、
災
害
に
対
す
る
十
分

な
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
部 

正
英



KOUHOU SANO
H26.9

03

響
き
渡
る
三
味
線
の
音
色

　
「
20
歳
の
時
で
し
た
。
佐
野
で
行
わ
れ

た
、
東
京
の
大
学
生
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
津

軽
三
味
線
の
演
奏
公
演
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
自
分
と
変
わ
ら
ぬ
年
齢
の
若
者
た
ち

が
、
凛
と
し
て
弾
い
て
い
る
津
軽
三
味

線
！
そ
の
音
色
に
心
惹
か
れ
ま
し
た
。
当

時
は
、
周
囲
に
津
軽
三
味
線
を
弾
く
人
は

お
ら
ず
、
そ
れ
な
ら
私
が
始
め
よ
う
と
津

軽
三
味
線
の
名
手
、
市
川
竹
女
に
師
事
し

ま
し
た
」

　

こ
う
、
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
市
川
竹

英（
瀧
川
英
夫
）さ
ん
で
す
。
津
軽
地
方
の

厳
し
い
自
然
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
、
津
軽

三
味
線
の
繊
細
な
音
色
に
魅
せ
ら
れ
た
仲

間
た
ち
と
共
に
、昭
和
54
年
「
喜
美
英
会
」

を
発
足
さ
せ
た
市
川
竹
英
さ
ん
は
、
そ
の

会
主
と
し
て
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
９
年
、
平
成
13
年
と
２
回
に
わ
た

り
、
市
川
竹
女
一
門
と
共
に
ア
メ
リ
カ
公

演
を
行
う
一
方
で
、
平
成
13
年
10
月
に
は

「
岩
舟
山
ク
リ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
に
立
ち
、

さ
ら
に「
さ
の
秀
郷
ま
つ
り
」に
も
毎
年
出

演
し
て
い
ま
す
。
津
軽
三
味
線
を
中
心
と

し
た
活
動
に
加
え
て
、
地
元
民
謡
・
民
舞

の
継
承
保
存
に
取
り
組
む
な
ど
、
ま
さ
し

く
地
に
根
を
張
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

稽
古
場
で
の
取
材
に
、
時
折
冗
談
を

○プロフィール

佐野市生まれ。

１８歳より、今は亡き大出直三郎師に民謡の

指導を受ける傍ら、三味線も始めた。その後、

高橋竹山と共に旅をした市川竹女に３０余年

師事。「越名舟唄」保存会会長。

市川竹英（瀧川英夫）さん
（高萩町）

泥
土
な
ど
に
の
め
り
込
む
こ
と

を
ネ
コ
マ
ル
と
い
う

　

く
ぼ
ん
だ
場
所
に
落
ち
込
む
の
意
に「
は
ま
る
」
と
い
う
共
通

語
が
あ
り
ま
す
。
人
や
物
が
堀
や
溝
や
川（
池
）の
深
み
な
ど
に
突

然
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
と
き
、「
車
が
溝
に
は
ま
っ
た
」「
川
の

深
み
に
は
ま
っ
て
お
ぼ
れ
た
」な
ど
と
い
い
ま
す
。「
は
ま
る
」
は

方
言
の
ネ
コ
マ
ル
と
意
味
的
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
で
も
溝
や

堀
な
ど
に
落
ち
込
む
こ
と
は「
は
ま
る
」と
い
い
、
泥
土
な
ど
に

の
め
り
込
む
こ
と
は「
ネ
コ
マ
ル
」と
い
っ
て
区
別
し
て
い
ま
す
。

　

湿
田
や
泥
土
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ぬ
か
る
み
に
の
め
り

込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
が
け
ば
も
が
く
ほ
ど
深

く
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
容
易
に
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
泥
土
な
ど
に
の
め
り
込
む
こ
と
を
ネ

コ
マ
ル
と
い
い
ま
す
。

　
「
田た
に
し螺
を
捕と

ン
ベ
と
モ
ッ
テ（
思
っ
て
）、
ド
ン
ベ
ッ
タ
（
一
年

中
水
湿
が
多
く
泥
深
い
田
な
ど
）
に
ヘ
ー
ッ（
入
っ
て
）て
歩
い
て

い
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
深
く
ネ
コ
マ
ッ
て
出
ら
れ
な
く
ナ
ッ
チ
ャ
ッ

て
、
ヒ
デ
ー
め
に
あ
っ
た
よ
」

　

車
が
泥
道
や
砂
地
で
ス
リ
ッ
プ
し
、
タ
イ
ヤ
が
め
り
込
ん
で

抜
け
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
無
理
に
ア

ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
と
ま
す
ま
す
タ
イ
ヤ
が
め
り
込
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
ネ
コ
マ
ル
と
い
い

ま
す
。

　
「
バ
ッ
ク
し
た
ら
後こ
う
り
ん輪
が
泥
ン
中
に
ネ
コ
マ
ッ
チ
ャ
ッ
て

さ
ぁ
、
シ
ャ
ー
ネ（
ど
う
し
よ
う
も
な
い
）
か
ら
、
友
だ
ち
の
車

で
引
っ
張
っ
て
も
ら
っ
た
ン
さ
」

　

ネ
コ
マ
ル
は「
練ね

り
込
ま
る
」
が
変
化
し
た
語
と
い
わ
れ
、
泥

を
練
る
よ
う
に
し
て
深
み
に
入
り
込
む
と
い
う
意
味
で
す
。

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

言
っ
て
は
、
周
囲
を
和
ま
す
気
配
り
を
忘

れ
な
い
市
川
竹
英
さ
ん
。
三
味
線
を
手
に

し
て
お
弟
子
さ
ん
た
ち
と
の
曲
弾
き
に
な

る
と
、凛
と
し
た
面
差
し
に
な
り
ま
し
た
。

師
で
あ
る
市
川
竹
女
が
伝
え
よ
う
と
し
た

ボ
サ
マ
（
門
付
け
芸
人
の
津
軽
で
の
呼
び

名
）
の
三
味
線
を
、
今
度
は
自
分
が
伝
え

て
い
く
と
い
う
覚
悟
の
眼
で
し
た
。

　

９
月
中
旬
、
中
学
時
代
の
同
窓
会
席
上

で
恩
師
や
友
を
前
に
津
軽
三
味
線
を
披
露

す
る
そ
う
で
す
。
そ
の
時
の
市
川
竹
英
さ

ん
の
胸
に
去
来
し
た
思
い
を
、
後
で
そ
っ

と
お
聞
き
し
よ
う
か
…
響
き
渡
る
三
味
線

の
音
色
に
私
も
稽
古
場
も
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。　
　
（
市
民
記
者　

秋
山
久
美
子
）

お
弟
子
さ
ん
た
ち
と
曲
弾
き
の
練
習
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風水害・土砂災害に備えよう
～日頃から気象情報に注意しよう～

　日本列島には、毎年、１０数個の台風が接近・上陸し、強風と大雨をもたらします。

　また、近年、「ゲリラ豪雨」と呼ばれる局地的大雨も増え、それによる土砂災害も増えています。

　日頃から気象庁や自治体などが発表する気象情報などに関心を持ち、風雨が強まってきたときには確実

にチェックする習慣をつけましょう。

　雨風が強まってきたら、家の外の飛ばされそうな物、浸水などで流されそうな物をしまい、窓ガラスの

破損に備え、シャッターやカーテンを閉めましょう。

　１時間の雨量で想定される影響は下記のとおりです。
１時間雨量 予報用語 想定される影響

１０～２０㎜ やや強い雨 長く続くときは注意が必要。

２０～３０㎜ 強い雨 側溝や下水、小さな川があふれ、小規模のがけ崩れが始まる。

３０～５０㎜ 激しい雨 道路が川のようになる。山崩れ、がけ崩れが起きやすくなる。

５０～８０㎜ 非常に激しい雨 マンホールから水が噴出。土石流が起こりやすい。

８０㎜以上 猛烈な雨 大規模な災害が発生する恐れが強い。厳重な警戒が必要。

　近年、猛烈な雨が降る機会も出てきています。事前に側溝などを綺麗にしておくなど、対策をお願いし

ます。

平成２３年９月　秋山地区で発生した台風による土砂災害平成２４年５月　旗川の増水

雨量や河川の水位や土砂災害に関する情報は、下記のホームページなどで確認できます。

宇都宮地方気象台ホームページ　http://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/

• 気象警報、土砂災害警戒情報の発表状況など

• レーダー・ナウキャスト（１㎞四方での降水強度分布状況と１時間先までの予測降水強度分布など）

• 台風情報（台風の位置、中心気圧などの実況や予想など）

栃木県ホームページ

○とちぎリアルタイム雨量河川水位観測情報：http://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/

　（県内の雨量観測所の降雨状況、水位観測所での水位状況など）

○とちぎ土砂災害警戒情報：http://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/dosya/login.asp

　（土砂災害の危険度情報など）
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　気象庁が発表する、佐野市における大雨に関する注意報・警報などの発表基準（８月現在）

は下記のとおりです。
種類 発表の基準

注意報

大雨
雨量基準 １時間雨量４０㎜　

土壌雨量指数基準 ７５

洪水

雨量基準 １時間雨量４０㎜　

流域雨量指数基準 旗川流域＝１２、彦間川流域＝１３、矢場川流域＝１２

複合基準
平坦地：１時間雨量２０㎜
かつ流域雨量指数 渡良瀬川流域＝４１

指定河川洪水予報に
よる基準

秋山川（大橋町）
渡良瀬川下流部（足利市）

警報

大雨（浸水害） 雨量基準 １時間雨量８０㎜　

大雨（土砂災害）土壌雨量指数基準 １２６

洪水

雨量基準 １時間雨量８０㎜　

流域雨量指数基準 旗川流域＝２３、彦間川流域＝１６、矢場川流域＝１５

複合基準
平坦地：１時間雨量３０㎜
かつ流域雨量指数 渡良瀬川流域＝４１

指定河川洪水予報に
よる基準

秋山川（大橋町）
渡良瀬川下流部（足利市）

記録的短時間大雨情報 雨量基準 １時間雨量１１０㎜

※特に警報、記録的短時間大雨情報が出た際はご注意ください

地域で防災・減災に取り組もう　～地域での助け合い～

　大災害が発生したとき、交通機関の寸断や、同時に多発する火災などにより、消防や警察などの防

災機関が十分に対応できなくなることが考えられます。そんなときに力を発揮するのが「地域ぐるみの

協力体制」です。

　地域の人びとが自発的に防災活動を行う組織を「自主防災組織」といいます。日頃から住んでいる地

域の防災組織の情報などに耳を傾け、いざというときの活動に参加できるような心構えをしておきま

しょう。市では、全町会に「自主防災組織」をつくっていただくことを目標にしています。

【自主防災組織の役割】
○平常時（災害に備えるための活動）

・地域内の安全点検

・防災知識の普及や啓発

・防災訓練の実施

○災害時（人命を守り被害の拡大を防ぐ活動）

・初期消火

・避難誘導

・救出や救助

・情報の収集や伝達

・避難所の管理や運営

■問合せ＝危機管理課☎（２０）３０５６

平成２５年１２月　中町会の防災訓練
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いつまでも元気いっぱい
　　　　　佐野市の高齢者福祉制度 
　市では、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも健康で生きがいを持って暮らせるよう、

いろいろな事業で生活を支援しています。ぜひご利用ください。

　申請・各種手続きには印鑑、身分を証明するもの、介護保険証などの提示をお願いする

場合があります。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付

　

通
院
時
の
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
を
一
部
助
成
し
ま
す
（
400
円

の
助
成
券
を
年
間

60
枚
交
付
、
６
カ

月
の
有
効
期
限
あ

り
）

▼
対
象
＝
①
75
歳
以
上
の
方
、

②
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で

ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
方

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
券
の
交
付

　

保
険
適
用
外
の
は
り
・
き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
料
金
を

一
部
助
成
し
ま
す
（
800
円
の
助

成
券
を
年
間
６
枚
交
付
）。

▼
対
象
＝
①
70
歳
以
上
の
方
、

②
65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
・
２
級
の
方
、
③
65
歳

以
上
で
療
育
手
帳
Ａ
・
Ａ
１
・

Ａ
２
の
方
、
④
65
歳
以
上
で
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

２
級
の
方

市
営
バ
ス
寿
券
の
交
付

　

市
営
バ
ス
乗
車
運
賃
を
一
部

助
成
し
ま
す
（
150
円
の
助
成
券

を
年
間
40
枚
交
付
）。

▼
対
象
＝
70
歳
以
上
の
方

※
以
上
の
年
齢
は
い
ず
れ
も
翌

年
３
月
31
日
時
点
で
の
も
の
で

す乳
酸
飲
料
・
愛
の
ひ
と
声

事
業

　

安
否
確
認
と
健
康
増
進
の
た

め
に
乳
酸
飲
料（
週
に
４
本
）を

手
渡
し
で
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
75
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
で
安
否
の
確
認
が
必
要

な
方
（
申
請
に
は
民
生
委
員
の

証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
配
達
し
、
安
否
確
認
を

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
、
調
理
が
困
難
な
た
め

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
認
め
ら
れ

た
方
（
訪
問
調
査
・
所
得
制
限

あ
り
）

▼
回
数
＝
１
日
１
食
（
昼
食
ま

た
は
夕
食
）、
週
５
食
以
内　

▼
利
用
料
＝
１
食
346
円
〜

高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
、
除
草
、
清
掃
な
ど
軽

易
な
日
常
生
活
上
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象
＝
世
帯
員
全
て
が
65
歳

以
上
で
、
要
支
援
１
以
上
の
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
世
帯

▼
利
用
料
＝
作
業
員
１
人
１
時

間
350
円
（
年
間
20
時
間
ま
で
。

材
料
費
な
ど
本
人
負
担
あ
り
）

高
齢
者
外
出
支
援
事
業

　

一
般
の
交
通
機
関
の
利
用
が

困
難
な
高
齢
者

が
通
院
す
る
際

に
、
リ
フ
ト
付

福
祉
車
両
で
送

迎
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
外
出
時
に
車
い
す
を

利
用
す
る
60
歳
以
上
の
下
肢
が

不
自
由
な
方　

▼
利
用
料
＝
無
料
（
月
３
回
ま

で
）

▼
利
用
方
法
＝
事
前
に
登
録
し

た
後
、
委
託
事
業
所
へ
電
話
で

予
約

紙
お
む
つ
券
の
給
付

　

紙
お
む
つ
購
入
代
金
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
（
２
千
円
券
を

月
に
１
枚
交
付
）。

▼
対
象
＝
65
歳
以
上
で
寝
た
き

り
や
認
知
症
の
た
め
、
在
宅

で
６
カ
月
以
上
常
に
お
む
つ
を

使
用
し
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
（
寝
た
き
り
で
要
介
護

３
、
認
知
症
で
要
介
護
１
以
上

の
方
）

在
宅
介
護
者
介
護
手
当
の

支
給

　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
方
に
手
当
を
支
給
し
ま
す

（
所
得
制
限
あ
り
）。

▼
対
象
＝
寝
た
き
り
や
認
知
症

の
た
め
介
護
が
必
要
な
65
歳
以

上
の
方
を
、
在
宅
で
同
居
し
、

６
カ
月
以
上
介
護
し
て
い
る
方

（
該
当
の
可
否
は
所
定
の
診
断

書
に
よ
り
認
定
し
ま
す
）　

徘
徊
高
齢
者
位
置
探
索
機

器
の
貸
与

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
て
、
居
場

所
を
探
索
す
る
機
器
を
貸
与
し

ま
す
（
実
費
負
担
あ
り
）。

▼
対
象
＝
65
歳
以
上
で
認
知
症

な
ど
で
徘
徊
の
み
ら
れ
る
要
介

護
認
定
者
を

介
護
す
る
家

族
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現
在
、
85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
は

認
知
症
の
症
状
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
主
な

病
気
の
一
つ
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で

す
。
認
知
症
で
も
で
き
る
だ
け
長
く
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
に
は
、
地

域
の
方
々
の
温
か
い
見
守
り
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
く
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
方
に
は
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
配
り
し
て
お
り
、
こ

れ
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

安
心
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
徘
徊
に
よ
り
行
方
不
明
に
な

る
と
い
う
話
題
も
最
近
増
え
て
き
ま
し

た
。
服
の
裏
側
に
住
所
や
名
前
を
書
く

と
い
っ
た
工
夫
や
、
地
域
の
方
の
声
か

け
の
見
守
り
、
主
治
医
と
の
連
携
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
お
き

た
い
こ
と
で
す
。
何
か
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
高
齢
者
の
相
談
窓

口「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
在
宅
介
護
家
族
の
会
で
も
月

１
回「
相
談
・
つ
ど
い
」を
開
い
て
い
ま

す
の
で
、
お
悩
み
の
方
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
在
宅
介
護
家
族
の
会
事
務
局
（
社
会

福
祉
協
議
会
）
電
話
☎

（２２）
８
１
３
６

該当圏域 地域包括支援センター

佐野・堀米圏域
さの社協☎（２２）８１２９

旗川・吾妻圏域
植野・界圏域 佐野市医師会

☎（２０）２０１１犬伏圏域
赤見圏域

佐野市民病院

☎（６２）８２８１

田沼・田沼南部圏域
栃本・田沼北部・三好・野上圏域
戸奈良・新合・飛駒圏域
葛生圏域

くずう☎（８４）３１１１
常盤・氷室圏域

講
演
会「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」

▼
日
時
＝
９
月
７
日
（日）
午
後
２
時
〜
４

時　

▼
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
講
演
＝
志
賀
敏
郎
さ
ん
（
志
賀
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
・
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
）

「
も
し
か
し
て
認
知
症
？
」、
稲
山
貴
代

さ
ん
（
首
都
大
学
東
京
大
学
院
准
教
授
）

「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
た
め
の
栄
養
・

食
生
活
の
基
本
」
▼
定
員
＝
先
着
100
人

（
無
料
・
申
込
不
要
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

▼
日
時
＝
９
月
30
日
（火）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時　

▼
会
場
＝
犬
伏
地
区
公
民
館

▼
対
象
＝
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
た
方

▼
定
員
＝
先
着
30
人（
無
料
）

■
申
込
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

佐
野
市
医
師
会
☎
（２０）
２
０
１
１

認
知
症
予
防
の
た
め
の
介
護
予
防

教
室「
脳
い
き
い
き
ア
ー
ト
教
室
」

▼
日
時
＝
10
月
２
・
16
・
30
日
の
各
木

曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
会
場

＝
葛
生
地
区
公
民
館　

▼
対
象
＝
65
歳

以
上
の
方　

▼
講
師
＝
小
橋
操
さ
ん

（
臨
床
美
術
士
）
▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
千
円（
材
料
代
）　

■
申
込
＝

い
き
い
き
高
齢
課
☎
（２０）
３
０
２
１

９
月
21
日
は「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」で
す

〜
認
知
症
へ
の
ご
理
解
を
〜

ねんりんピック栃木２０１４
ゲートボール交流大会が開催されます
（平成２６年１０月５日・６日）
期間中は全国から多くの選手が集まります。市内

でユニフォーム姿の選手の皆さんをお見かけしま

したら、「おもてなしの心」でお迎えしましょう。

■問合せ＝いきいき高齢課☎（２０）３０２１

さのまる・とちまるくんは大会を応援します！
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　水は生命を育む源。私たちは生活するために、あらゆるところで水の

恵みを受けています。しかし、水も使えば汚れます。その汚れた水をき

れいにして、循環させるのが下水道の役割です。きれいな水を未来につ

なぐ下水道について、この機会に、ぜひ考えてみてください。

●下水道への接続はお済みですか？

　せっかく下水道が整備されても、皆さんに使っていただかなければ環境の改善につながりません。下水

道が整備され、使用できる区域になりましたら、汲み取り式トイレは３年以内に水洗トイレに改造し、台所・

風呂場・洗濯場からの汚水と共に公共下水道に接続してください。

　また浄化槽を設置し水洗トイレにしている方でも、台所や風呂場の汚水をそのまま道路側溝に放流して

いるケースがみられますので、すみやかに下水道への接続をお願いします。

　現在、下水道への接続の向上を図るべく水洗化促進員が戸別訪問を行っています。下水道のことで不明

な点や聞きたいことがある方は、お気軽にご相談ください。

　次のような方で、まだ接続工事を行っていない方には、生活環境への影響が大きいことから、特に公共

下水道への接続をお願いします。

• 浄化槽や汲み取り式トイレをご使用のアパートの所有者の方

• 飲食店、スーパーや食品工場などの店舗や施設を経営する方および所有者の方

●私道への公共下水道（公費）設置ができる場合があります !!

　市では、公共下水道の普及促進のため一定の条件を満たせば、私道

についても公共下水道本管を設置します。私道への公共下水道設置や

申請の方法など、詳しくは下水道課までお問い合わせください。

９月１０日は「下水道の日」です
～げすいどう みずのみらいを まもるみち～

●油を下水道に流さないでください !!

　下水道に油やゴミなどを流してしまうと、下水管の詰まりや悪臭の原因となり、周辺に住む方々に迷惑

となってしまいます。

家庭では…

①鍋や皿についた油は拭き取ってから洗うようにしましょう

②古い油は新聞紙などで吸い取るか、油を固める製品で燃えるゴミとして出しましょう

飲食店では…

①定期的にグリーストラップ（油除去装置）の清掃をしてくだ

さい

②特に油が多いものは、流さないで別に処理してください

正常な下水管きょ 油の付着で詰まりか
けている下水管きょ

私道
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排水設備とは…

　家庭から出る汚水を直接、公共下水道へ流すために、個人の敷地内に設置する設備を「排水設備」といい

ます。排水設備は排水管や汚水ますなどで皆さん個人で設置し、補修・点検などの管理をすることになっ

ています。

■届け出・問合せ＝下水道課☎（６１）１１６５

●届出が必要です !!

　次のような変更があった場合には、届出をされないと下水道使用料が正しく計算されないため、ご連絡

をお願いいたします。

• 井戸水を使っているご家庭で、世帯の人数が変わったとき

• 上水道や井戸水の使用を追加したり、廃止したりしたとき

• 増築・改築などで水道メーターの口径変更を行ったとき

• 建物の建て替えなど下水道設備を撤去した場合で、上水道のみを継続して使用するとき

●接続工事は市指定の工事店へ !!

　市では、皆さんに安心して下水道をご利用いただくために、排水設備工事を行うのに必要な知識と技術

を持った「指定工事店」を指定しています。トイレや台所、風呂場などを公共下水道へ接続する工事は、「指

定工事店」でなければ施工はできません。

　また、下水道に接続したのに、下水道料金の請求がないといった場合は、「指定工事店」以外の業者が

工事を行った可能性があります。不良工事で適切に下水が流れないなどのトラブルが発生する可能性もあ

りますので、お心当たりの方は下水道課へご連絡ください。

　「指定工事店」のお問合せは、市のホームページまたは、下水道課まで。
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保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
の
入
園
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

〜
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
ス
タ
ー
ト
〜

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す

が
、
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
な
ど
の
施
設
や
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、

新
た
な
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
保
育
課
☎
(20)
３
０
３
８

平成２７年度
入園から

利用手続きが変わります

　新しい制度では、保育園や認定こども園、幼稚園などを利用するにあたり、
教育・保育の必要性に応じた「認定」を受ける必要があります。

新制度における利用者負担

新制度での教育・保育の提供イメージ

　新制度に基づく保育園、認定こども園、幼稚園などの利用料金は所得に
応じた負担を基本とし、国が今後定める基準額を上限として市が定めます。

1　　認定の区分

２　　保育の必要量の認定

保育を必要としない満３歳以上のお子さん
（教育標準時間認定）
※従来の幼稚園児はおおむねここに該当します

保育を必要とする満３歳以上のお子さん
（満３歳以上・保育認定）

保育を必要とする３歳未満のお子さん
（３歳未満・保育認定）

１号認定

保護者のフルタイム就労を想定した利用時間
（最長１１時間）

保育標準時間

２号認定

※「保育を必要とする」とは、保護者が就労や疾病のために
　家庭でお子さんを保育できないことをいいます

３号認定

保護者のパートタイム就労を想定した利用時間
（最長８時間）

保育短時間

３歳未満の
子どものいる家庭

満３歳以上で就学前の
子どものいる家庭

０～２歳児

※１ 定員が１９人以下の家庭的保育事業や小規模保育事業など
※２ 幼稚園と保育園の機能や特徴をあわせ持つ施設

詳しくは、内閣府ホームページ
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html

地域型
保育事業 ※1

０～５歳児

保育所

３～５歳児

新制度の
幼稚園

３～５歳児

現行のままの
幼稚園

０～５歳児

認定こども園　※2

保育を必要とする

市や希望する施設などへ申請・申込
※認定こども園は施設に直接申請・申込

保育を
必要とする

施設に直接申込
認定申請は施設が代行

施設に直接申込
認定申請は必要ない

保育を
必要としない
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平
成
27
年
度

保
育
園
入
園
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

　

来
年
度
の
新
入
園
を
希
望
す
る
方
の
入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、「
保
育
園
入
園
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、

当
日
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日時 会場

９月１９日(金）午後６時３０分～ 勤労者会館

９月２０日(土）午前１０時３０分～ たぬま保育園

９月２０日(土)午後２時～ 大橋保育園

９月２１日(日)午前１０時３０分～ あづま保育園

９月２１日(日）午後２時～ くずう保育園

▲

入園できる児童＝　

　保護者などが仕事や病気などにより、家庭で保育することができない状態の、生後６か月（園によって

は２か月）から就学前までの児童

▲

保育時間＝午前８時３０分～午後５時

　（就労時間の都合で保育時間内に送迎ができない方については、保育時間の延長を行います）

▲

申込期間＝１０月１日（水）～１５日（水）（土・日曜日、祝日は除きます）

▲
申込場所＝保育課保育係（東仮庁舎事務棟２階）、または入園を希望する保育園

　※育児休業から職場復帰される方で、平成２７年度途中から入園を希望する方についても受け付けます

■

問合せ＝
保育課☎（２０）３０３８

【説明会日程】

園名 住所 電話番号 定員

公立

伊勢山保育園 相生町２０７－１ （２２）１３７８ ９０ 人

赤坂保育園 赤坂町３０３－２ （２２）２４１２ ９０ 人

(仮称)よねやま保育園 米山南町４０ （２３）２６２０ ９０ 人

あづま保育園 上羽田町８２９－１ （２３）０７７５ ９０ 人

高萩保育園 高萩町６８４－１ （２３）６６７４ ９０ 人

石塚保育園 石塚町５６８－８２ （２５）２３２３ ９０ 人

赤見城保育園 赤見町３５７２ （２５）２２２１ ９０ 人

若宮保育園 若宮下町１２－１ （２４）４０４０ ９０ 人

堀米保育園 堀米町９９０ （２４）４８４７ ９０ 人

大橋保育園 大橋町３１９５－８ （２４）７３２１ ９０ 人

たぬま保育園 戸室町６９２ （６２）０３１２ １２０ 人

吉水保育園 吉水駅前１－１２－２ （６２）５８７７ ６０ 人

新合保育園 閑馬町５１３ （６５）００１３ ６０ 人

くずう保育園 葛生東１－１５－２０ （８５）２１１９ １２０ 人

ときわ保育園 豊代町２１３４ （８５）３００２ ８０ 人

私立

風の子保育園 高萩町１３１９－１ （２３）７０８６ ９０ 人

大栗保育園 犬伏下町２４２４－１ （２０）５２５５ ９０ 人

飛駒保育園 飛駒町３９３７ （６６）２６５４ ４５ 人

救世軍佐野保育園 浅沼町１８２ （２２）４０８１ １１０ 人

【入園説明会】（予約は不要です。当日、直接お越しください）
　内容は、入園申込書などの配布、保育園の概要や、申し込み手続き、保育料についての説明になります。

　時間は約１時間です。

※申込書などは保育課と各保育園でも配布しています
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ー
敬
称
略
ー

相良 昇
犬伏下町

兵藤 勇
免鳥町

志賀 喜一
赤見町

尾花 收
出流原町

京谷 博次
堀米町

島田 正実
高山町

新井 藤市
伊保内町

小林 秀秋
大古屋町

松本 信行
上羽田町

田中 茂
多田町

飯島 誠治
吉水町

岩上 良雄
田沼町

小堀 幸雄
栃本町

樋下田 政義
飛駒町 

亀田 文昭
戸室町

丸山 勤
閑馬町

桂 正次
葛生西三丁目

新井 勉
中町

立川 勝美
牧町

高橋 功
仙波町

藤倉 義雄
赤見町

杉山 忠
富士町
第２選挙区

森下 憲一
長谷場町
第４選挙区

○
会
長
職
務
代
理
者

【
第
１
選
挙
区
】（
４
人
）

【
第
２
選
挙
区
】（
５
人
）

【
第
３
選
挙
区
】（
４
人
）

【
議
会
推
薦
の
選
任
委
員
】

（
４
人
）

【
第
５
選
挙
区
】（
３
人
）

福田 フミヱ
御神楽町

大関 千代子
上羽田町

木村 弘一
高橋町

寺嶋 勝豊
下羽田町

【
農
業
団
体
推
薦
の

選
任
委
員
】（
３
人
）

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た　

〜
会
長
に
杉
山
忠
さ
ん
〜

　

今
回
の
改
選
に
よ
り
、27
人
の
新
し
い
農
業
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

３
年
で
す
。

　

７
月
22
日
に
は
、
就
任
後
初
め
て
の
総
会
が
開
か
れ
、
会
長
に
杉
山
忠
さ
ん
、

会
長
職
務
代
理
者
に
森
下
憲
一
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
☎

（６１）
１
１
５
１

○
農
業
委
員
会
会
長

【
第
４
選
挙
区
】（
４
人
）

農業委員会は…

公選で選出された委員２０

人、農業団体推薦の委員３

人、議会推薦の委員４人、

合計２７人の委員で構成さ

れています。
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佐野市制１０周年記念　第１０回さのマラソン大会参加者募集！！

▲

期日＝１２月１４日（日）雨天決行（開会式：午前９時、スタート：１０時から）

▲

会場＝運動公園陸上競技場　

▲

種目＝４２．１９５km（フルマラソン）／５ｋｍ／２ｋｍ

▲

費用＝一般・高校生２，５００円（フルマラソンは４，５００円）、中学生１，０００円、

　　　　親子ジョギング１，０００円、小学生５００円

▲

定員＝フルマラソン２，０００人、５㎞（中学生以外）７００人、２㎞・親子ジョギングなし　※先着順

▲

申込＝インターネットサイト「ラン・ネット」（http : / / r unne t . j p /）よりお申し込みください

　※出来る限りインターネットからお申し込みください

　●インターネット：９月１９日（金）～１０月２０日（月）　

　●郵便振替　　　：９月１９日（金）～９月２６日（金）消印有効

　郵便振替をご希望の方は、さのマラソンエントリーセンター（☎０３－３７１４－７９２４）へ、

　「振替用紙」をご請求ください。

■

問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２６）００６５

「登録型本人通知制度」　～守ろう！あなたの個人情報～
　登録型本人通知制度は、事前に登録することにより、住民票の写しや戸籍謄本などを第三者に交付し

た場合に、その交付の事実を登録した本人に通知する制度です。本人通知により、不正請求の早期発見

が可能になることから、不正請求を抑止する効果も期待されます。有効期間は３年間です。

▲

通知の対象となる証明および登録できる方＝

証明書の種別 登録できる方

住民票の写し（除票含む）
住民票記載事項証明書

佐野市の住民基本台帳に記載されている方
（消除された住民票に記載されている方を含む）

戸籍謄本・抄本（除籍、改製原含む）
戸籍記載事項証明書
戸籍の附票の写し（除籍、改製原含む）

佐野市の戸籍に記載されている方
（除かれた戸籍に記載されている方を含む）

▲

登録に必要なもの＝窓口に来る方の本人確認書類（運転免許証、パスポート、住民基本台帳カードなど）

　次の方が申請する場合は、上記本人確認書類のほかに、下記のものをご持参ください。

法定代理人（親権者） 法定代理人（後見人） 任意代理人

戸籍謄本（非本籍人） 登記事項証明書 委任状と委任者の本人確認書類（コピー可）

　※疾病や他の市町村にお住まいの場合は郵送による登録申請もできます。申請書と一緒に本人確認書

　　類のコピーを送付してください

▲

通知される内容＝「交付年月日」、「証明書の種別」、「交付通数」、「第三者の種別」の４項目

▲

登録窓口＝佐野・田沼・葛生の各総合窓口課、赤見・野上・新合・飛駒の各支所

▲

個人情報の開示＝通知に記載された内容以外の事項は、佐野市個人情報保護条例の規定に基づき、本人

　より開示請求を行うことができます（開示請求が認められない場合や一部非開示となる場合があります）

９月１日からの改正点【佐野市在住のＤＶ支援申出者に対する佐野警察署との連携】

　ＤＶ支援申出者は、本人通知制度の登録申請の際に、希望により別途「同意書」をいただくことで、

本人あて通知の写しを佐野警察署にも送付します。

　これにより、佐野警察署による被害者保護のための早期の対応が可能となります。

■

問合せ＝佐野総合窓口課☎（２０）３０１６

今大会よりナンバーカード、

ランナーズチップなどを事前に送付します
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健
康
増
進
課
の
お
知
ら
せ

　

申
込
・
問
合
せ
は
、
健
康
増
進

課
☎

（２４）
５
７
７
０
へ

●
９
月
は
食
生
活
改
善
普
及
運
動

月
間
で
す

　

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
に
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る
野
菜
が
不
足
気
味
で
す
。

　

目
標
摂
取
量
350
ｇ
に
対
し
、
お

よ
そ
一
皿
分（
70
ｇ
程
度
）が
不
足

し
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
な
ら
半
分
、

野
菜
炒
め
な
ら
半
皿
プ
ラ
ス
す
る

と
目
標
の
350
ｇ
に
な
り
ま
す
。

野
菜
不
足
を
解
消
す
る
コ
ツ

・
夕
食
は
野
菜
が
充
実
し
て
い
る

の
で
、
朝
食
、
昼
食
で
プ
ラ
ス

・
具
た
く
さ
ん
の
汁
物
や
お
浸
し
、

煮
物
、
鍋
物
な
ど
野
菜
を
加
熱
し

て
か
さ
を
減
ら
す

・
外
食
の
時
は
一
品
も
の
で
な
く

定
食
を
選
ぶ

　

野
菜
を
食
べ
、
健
康
寿
命
を
延

ば
し
ま
し
ょ
う
。

●
脂
肪
燃
焼
教
室

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、
効
率
よ

く
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
９
月
25
日
（木）
～
11
月
11

日
（火）
ま
で
の
全
８
回
。
午
前
９
時

30
分
か
ら　

　

が
ん
検
診
受
診
券
に
同
封
さ
れ

て
い
る
チ
ラ
シ
を
参
考
に
、
医
療

機
関
に
直
接
ご
予
約
く
だ
さ
い

●
地
域
医
療
に
関
す
る
講
演
会
な

ど
へ
の
助
成
制
度

　

栃
木
県
で
は
自
治
会
や
子
育
て

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
が
、
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
開
催
す
る

医
療
に
関
す
る
学
習
会
、
講
演
会

な
ど
に
お
け
る
報
償
費
、
賃
金
、

印
刷
製
本
、
消
耗
品
費
、
通
信
運

搬
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。　

▼
助
成
額
＝
10
万
円
ま
で　

▼
助
成
団
体
数
＝
８
団
体（
予
定
）

▼
申
込
期
限
＝
９
月
10
日
（水）
ま
で

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

●
虫
歯
に
な
り
に
く
く
す
る
フ
ッ

素
塗
布

　

佐
野
歯
科
医
師
会
が
行
い
ま

す
。
▼
日
時
＝
10
月
５
日
（日）
午
後

１
時
～
３
時　

▼
会
場
＝
休
日
歯

科
診
療
所（
大
橋
町
）　

▼
対
象
＝

満
２
歳
～
小
学
生　

▼
費
用
＝
300

円　

▼
申
込
＝
９
月
25
日
（木）
ま
で

に
、
医
師
会
会
員
の
歯
科
医
院
へ

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

診
療
だ
け
で
な
く
病
気
の
予

防
・
健
康
管
理
の
助
言
を
し
て
く

れ
ま
す
。
適
切
な
医
療
機
関
を
紹

介
す
る
心
強
い
存
在
で
す
。

定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
す

　

こ
の
10
月
か
ら
同
ワ
ク
チ
ン
は

「
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
市
が
行

う
定
期
予
防
接
種
」
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
対
象
年
齢
が
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

①
今
年
度
内
に
65
・
70
・
75
・

80
・
85
・
90
・
95
歳
に
な
る
方
お

よ
び
100
歳
以
上
に
な
る
方

②
年
度
内
に
60
歳
～
64
歳
に
な
る

方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
を
有
す
る
方

※
既
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
受
け
た
方
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

10
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
や
会

場
の
変
更
希
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
10
月
の
集
団
健
診

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場
＝
２
日
（木）
佐
野
、

19
日
（日）
田
沼
、27
日
（月）
葛
生

各
日
午
前
９
時
～
10
時
30
分

※
他
に
も
、
公
民
館
で
行
う
日
・

女
性
の
み
の
日
が
あ
り
ま
す

※
医
療
機
関
で
も
が
ん
検
診
・
特

定
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す

健
康
福
祉

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

●
不
妊
治
療
費
・
不
育
症
治
療
費

助
成

　

保
険
診
療
適
用
外
の
不
妊
治
療

費
お
よ
び
不
育
症
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
▼
対
象
＝

婚
姻
中
の
ご
夫
婦
で
、
申
請
の
1

年
以
上
前
か
ら
市
に
住
民
登
録
が

あ
る
方
／
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
／
夫
婦
の
合
計
所
得
が
730
万

円
未
満
で
あ
る
方
／
夫
婦
と
も
に

医
療
保
険
各
法
に
お
け
る
被
保
険

者
・
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
方

▼
助
成
額
＝
治
療
費
の
２
分
の
１

の
額
と
し
、
１
年
度
の
治
療
費
あ

た
り
不
妊
治
療
費
は
15
万
円
、
不

育
症
治
療
費
は
30
万
円
ま
で
助
成

し
ま
す
。
申
請
は
１
年
度
に
つ
き

１
回
、
最
大
５
回
ま
で
助
成
（
国
・

県
・
医
療
保
険
よ
り
助
成
の
あ
る

場
合
は
そ
ち
ら
を
優
先
し
、
そ
の

額
を
控
除
し
た
額
）

▼
申
請
期
間
＝
治
療
が
終
了
し
た

日
の
属
す
る
年
度
内
（
や
む
を
得

な
い
事
由
の
際
は
、
治
療
が
終
了

し
た
年
度
の
翌
年
度
の
末
日
ま
で
）

※
健
康
増
進
課
で
申
請
書
類
一
式

を
お
渡
し
し
ま
す
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

基準金利①新車および中古車購入資金

②車修理代金および車部品購入資金

③車検費用、免許取得費用

④信販会社・クレジット会社での車借入金返済資金

金　利
平成２６年８月１１日現在

最大割引後金利　　

◇基準金利より取引に応じた割引（最大１.２％）を行い、適用金利を決定いたします。
◇ご契約時には保証料が別途必要です。
◇詳しくは、最寄りの店舗窓口にお尋ねください。

主な使い道

さのしんカーライフプランさのしんカーライフプランさのしんカーライフプラン

年年2.02.02.000000%%%年2.00%年2.00%
年年年年　　　  %年　　　  %
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鍋
淳
さ
ん
（
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
整
形
外
科
部
長
、
当
院
非
常

勤
整
形
外
科
医
師
）
▼
費
用
＝
無

料　

■
申
込
＝
９
月
17
日
（水）
ま
で

に
、
地
域
医
療
連
携
室
☎
（６２）
９
０

２
４

第
20
回「
骨
と
関
節
の
日
」

記
念
行
事

　

星
野
雄
一
さ
ん
（
栃
木
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
講

演
「
ロ
コ
モ
っ
て
知
っ
て
い
ま
す

か
」
の
ほ
か
、
骨
粗
し
ょ
う
症
診

断
と
医
事
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
18
日
（土）
午
後
１
時

〜
４
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市
医
師

会　

▼
定
員
＝
先
着
80
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
会
☎
（２２）
０
３
２
４

安
足
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

申
込
・
問
合
せ
は
、同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
４
（４１）
５
８
９
５
へ

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
申

込
不
要
）　

　

直
接
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
お
持
ち

く
だ
さ
い（
成
分
献
血
な
し
）。

▼
日
時
＝
９
月
３
日
（水）
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
▼
会
場
＝
安
蘇
庁
舎

●
風
し
ん
抗
体
検
査（
要
申
込
）　

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

30
分
〜
午
後
３
時
45
分　

▼
会
場

＝
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ（
宇
都
宮

市
）▼
内
容
＝
相
談
コ
ー
ナ
ー（
正

午
ま
で
、
要
予
約
、
神
経
・
筋
疾

患
、
聴
覚
・
平
衡
機
能
系
疾
患
）、

患
者
・
家
族
交
流
会
（
10
時
〜
11

時
30
分
）、
講
演
会「
難
病
の
患
者

に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律

の
概
要
に
つ
い
て
」（
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
）、
コ
ン
サ
ー
ト（
２
時

45
分
〜
３
時
45
分
）、各
種
団
体
展

示
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
■
申
込
＝

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３

保
健
セ
ン
タ
ー
で
働
く
臨
時

嘱
託
員

▼
対
象
＝
保
健
師
の
資
格
を
有
す

る
方　

▼
定
員
＝
１
人

▼
期
間
＝
平
成
26
年
12
月
１
日
〜

平
成
27
年
３
月
31
日
の
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時　

▼
内
容
＝
母
子
保
健
事
業
ほ
か

▼
報
酬
＝
日
額
８
７
０
０
円

▼
申
込
＝
９
月
１
日
（月）
〜
12
日
（金）

の
間
に
、
履
歴
書
と
資
格
免
許
証

を
持
参
し
、
健
康
増
進
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２４）
５
７
７
０

　

次
に
該
当
す
る
方
に
は
、
無
料

で
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
午
前
11
時
〜
正

午　

▼
対
象
＝
県
内
に
お
住
ま
い

の
方
で
、
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検

査
・
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方（
不
明
の
方
）、
過

去
に
医
療
機
関
の
検
査
で
風
し
ん

と
確
定
診
断
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

方（
不
明
の
方
）で
、
か
つ
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
、
妊
娠
を
希
望
す

る
女
性
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居

者
、
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦

の
配
偶
者
お
よ
び
同
居
者
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所
☎
（２４）

３
３
３
７
、
診
療
時
間
＝
休
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
正
午

〜
午
後
１
時
30
分
は
除
く
）、
夜

間
は
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所
☎
（２４）
７
５
７

５
、
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正

午（
日
曜
、
祝
日
の
み
）

な
ん
び
ょ
う
サ
ポ
ー
ト

と
ち
ぎ
の
つ
ど
い

▼
日
時
＝
９
月
27
日
（土）
午
前
９
時

国
民
健
康
保
険（
国
保
）
の
被

保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

新
し
い
被
保
険
者
証
を
９
月
末

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
10

月
１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
旧
被
保
険
者
証
は
、
各

自
で
処
分（
裁
断
な
ど
）を
し
て
い

た
だ
く
か
、
医
療
保
険
課
（
東
仮

庁
舎
事
務
棟
２
階
）、佐
野
・
田
沼
・

葛
生
の
各
総
合
窓
口
課
へ
お
返
し

く
だ
さ
い
。

【
被
保
険
者
証
の
窓
口
交
付
】　

　

ご
希
望
の
方
に
は
医
療
保
険

課
、
田
沼
・
葛
生
の
各
総
合
窓
口

課
で
お
渡
し
し
ま
す
。
９
月
12
日

（金）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、受
け
取
り
の
際
に
は
、

認
め
印
と
現
在
の
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
■
申
込
＝
医

療
保
険
課
☎
（２０）
３
０
２
４

９
月
の
市
民
講
座

「
骨
軟
部
腫
瘍
の
診
断
と
治

療（
骨
転
移
も
含
め
）」

　

骨
や
筋
肉
な
ど
に
発
生
す
る

「
が
ん（
肉
腫
）」の
診
断
と
治
療
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
18
日
（木）
午
後
４
時

か
ら　

▼
会
場
＝
佐
野
市
民
病
院

Ａ
棟
５
階
研
修
室　

▼
講
師
＝
眞

募

集

佐野市相生町２８１６
0283-24-9569

あらゆる世代のニーズに対応します。
この街で英語を学ぶなら、ノア外語学院。

幼児・小学生

中学・高校生

英会話

ホームステイ・留学相談

企業英語研修

新年度生申込受付中！

算数・数学

ＴＥＬ ０２８４－２２－４５０５

相続・遺言書に関する相談は

弁護士法人

小沼総合法律事務所
弁護士  小沼正毅 　　弁護士  髙山雄介

栃木県弁護士会

栃木県足利市永楽町９－４  大協ビル２階
平日：９時～１８時  土曜日：９時～１２時  日祝休
URL：http://www.konumalawoffice.com
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ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
研
修
会

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」と
は
、
一

人
ひ
と
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を

開
く
楽
し
い
体
験
と
い
っ
し
ょ

に
、
絵
本
を
手
渡
す
活
動
で
す
。

　

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。研
修
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
14
日
（火）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
谷
口
順
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人「
絵
本
で
子
育
て
」セ
ン
タ
ー
）の

講
演
「
絵
本
を
通
し
た
親
子
の
触

れ
合
い
〜
な
ぜ
絵
本
が
大
切
な
の

で
し
ょ
う
か
〜
」ほ
か

■
申
込
＝
10
月
３
日
（金）
ま
で
に
、

健
康
増
進
課
☎
（２４）
５
７
７
０

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
に
登
録

し
ま
せ
ん
か
？

　

子
育
て
中
の
親
子
が
安
心
し
て

出
か
け
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
に

や
さ
し
い
施
設
を
持
つ
店
舗
や
事

業
所
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
お
む
つ
替
え
が
で
き
る

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト

な
ど
を
設
置
す
る
施
設
や
人
目
を

気
に
せ
ず
授
乳
で
き
る
施
設

▼
申
込
＝
９
月
30
日
（火）
ま
で
に
、

こ
ど
も
課
に
備
え
付
け
、も
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
請

書
を
ご
記
入
の
う
え
、
直
接
こ
ど

も
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
２
３

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ

　

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
、
Ａ

Ｅ
Ｄ（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）を
含
め
た

心
肺
蘇
生
法
、
気
道
異
物
除
去
法

や
止
血
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
受

講
後
に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
20
日
（土）
午
前
９
時

〜
正
午　

▼
会
場
・
定
員
＝
①
消

防
本
部
・
先
着
30
人
、
②
消
防
署

北
分
署
・
先
着
20
人（
無
料
・
会
場

選
択
可
）　

▼
申
込
＝
９
月
１
日

（月）
〜
12
日
（金）
の
間
に
、
直
接
、
佐

野
市
消
防
署
救
急
救
助
課
、
北
・

西
各
分
署
へ　

■
問
合
せ
＝
救
急

指
導
課
☎
（２３）
９
３
８
３

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

出
店
者
募
集

　

当
日
は
自
転
車
・
家
具
な
ど
の

展
示
提
供
も
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
26
日
（日）
午
前
９
時

〜
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
み
か
も

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場　

▼
募
集
数
＝
先
着
50
区
画
（
大
・

小
各
25
区
画
、
無
料
）

こ
と
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
条
件
＝
地
域
の
情
報
な
ど
を
提

供
で
き
る（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
説
明
）
／
ト
イ
レ
を
貸
す
こ
と

が
で
き
る
／
休
憩
の
場
が
あ
る

（
２
〜
４
人
程
度
）／
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
設
置
で
き
る（
机

１
台
程
度
）
／
会
議
な
ど
に
参
加

で
き
る
／
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
さ
の
に
入
会
し
事
業
を
行
う

（
年
会
費
・
入
会
費
あ
り
）

▼
対
象
＝
市
内
の
店
舗
、
事
業
所

▼
募
集
数
＝
10
駅
程
度

■
申
込
＝
９
月
１
日
(月）
〜
10
月
31

日
(金）
の
間
に
、
観
光
立
市
推
進
課

☎
（２７）
３
０
１
１

そ
ば
打
ち
体
験
の
参
加
者
募
集

　

佐
野
市
制
10
周
年
記
念
・
第
９

回
佐
野
市
そ
ば
ま
つ
り
で
実
施
し

ま
す
。
▼
日
時
＝
10
月
11
日
（土）
・

12
日
（日）
①
午
前
11
時
20
分
〜
午
後

０
時
20
分
、
②
午
後
１
時
20
分
〜

２
時
20
分
（
１
日
２
回
・
計
４
回

実
施
）

▼
会
場
＝
田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象
＝
初
心
者

の
方　

▼
定
員
＝
先
着
24
組
（
各

回
６
組
）
▼
費
用
＝
一
組
千
円

■
申
込
＝
９
月
８
日
(月）
〜
30
日
（火）

の
間
に
、農
政
課
☎
（６１）
１
１
６
２

▼
申
込
＝
９
月
５
日
（金）
〜
10
月
15

日
（水）
の
間
に
、
み
か
も
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
各
庁
舎
で
配
布
す
る

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
所
定
の
用
紙
を
ご
記

入
の
う
え
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２３）
８
１
５
３

ど
ま
ん
な
か
フ
ェ
ス
タ
佐
野

２
０
１
４
へ
の
参
加
者
募
集

　

会
場
で
の
展
示
販
売
や
、
ス

テ
ー
ジ
に
出
演
す
る
市
内
で
活
動

す
る
各
種
団
体
な
ど
を
募
集
し
ま

す（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）。

※
ス
テ
ー
ジ
出
演
は
15
分
程
度

（
バ
ン
ド
を
除
く
。
音
源
な
ど
は

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

▼
日
時
＝
11
月
２
日
（日）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
田

沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▼
費
用
＝
ス
テ
ー
ジ
出
演
無
料
。

販
売
出
店
料
は
テ
ン
ト
１
張
り

５
千
円
（
展
示
や
福
祉
活
動
な
ど

を
目
的
と
し
た
際
は
減
免
あ
り
）

■
申
込
＝
９
月
16
日
（火）
ま
で
に
、

観
光
立
市
推
進
課
☎
（２７）
３
０
１
１

ま
ち
の
駅
募
集

　
「
ま
ち
の
駅
」と
は
、
誰
で
も
無

料
で
休
憩
で
き
る
街
の
休
憩
所
の
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■
申
込
＝
政
策
調
整
課
統
計
係
☎

（８６）
３
４
２
３

９
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
９
月
21
日
（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
城

北
地
区
公
民
館　

▼
席
主
＝
平
林

宗
栄
さ
ん
（
佐
野
市
茶
華
道
協
会

茶
道
部
・
裏
千
家
）
▼
茶
券
＝
500

円（
当
日
可
）■
問
合
せ
＝
万
葉
の

里
・
城
山
記
念
館
☎

（２３）
０
７
２
８

救
急
フ
ェ
ア

　

毎
年
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

で
す
。
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
、

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
、
小
児
、
乳

児
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ	

（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）

を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
９
月
７
日
（日）
午
後
１
時

～
４
時　

▼
会
場
＝
イ
オ
ン
佐
野

新
都
市
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
＝
救
急
指
導
課
☎

（２３）
９

３
８
３

　
両
毛
地
域

「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
」

　

「
ケ
ヌ
の
小
次
郎
と
仲
間
た
ち

～
隠
さ
れ
た
宝
箱
を
さ
が
し
だ

し
、
宝
物
を
手
に
入
れ
ろ
！
～
」

沼
・
葛
生
総
合
窓
口
課
お
よ
び
各

地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申
込

書
を
ご
記
入
の
う
え
、
９
月
19
日

（金）
ま
で
に
、
い
き
い
き
高
齢
課
、

田
沼
・
葛
生
総
合
窓
口
課
へ　

■
問
合
せ
＝
い
き
い
き
高
齢
課
☎

（２０）
３
０
２
１

防
衛
大
学
生
・

防
衛
医
科
大
学
生
募
集

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
21
歳
未
満

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
申
込
＝
９
月
５
日
（金）
～
30
日
（火）

必
着　

■
問
合
せ
＝
自
衛
隊
栃
木

地
方
協
力
本
部
足
利
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
４

（７３）
０
２
３
０

【
防
衛
大
学
生
】
▼
試
験
日
＝
11

月
８
日
（土）
・
11
月
９
日
（日）

【
防
衛
医
科
大
学
医
学
科
生
】

▼
試
験
日
＝
11
月
１
日
（土）
・
11
月

２
日
（日）

【
防
衛
医
科
大
学
看
護
学
科
生
】

▼
試
験
日
＝
10
月
18
日
（土）

統
計
調
査
員
を
募
集

　

平
成
27
年
２
月
１
日
実
施
予
定

の
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
の
統
計

調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
農

家
・
林
家
の
方
に
対
し
、
調
査
票

を
配
布
・
回
収
な
ど
を
し
て
い
た

だ
く
お
仕
事
で
す
。

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・
栃
木
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム
㈱（
天
神
町
）、
建
築
住
宅

課（
田
沼
庁
舎
）、
佐
野
・
葛
生
の

各
総
合
窓
口
課
で
、
９
月
１
日
（月）

か
ら
配
布
す
る「
募
集
の
ご
案
内
」

を
必
ず
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
高
萩
（
３

Ｄ
Ｋ
）、堀
米（
３
Ｄ
Ｋ
）、米
山
（
２

Ｄ
Ｋ
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
・
４

Ｄ
Ｋ
）、
奈
良
渕（
３
Ｄ
Ｋ
）、
米

山
南
（
３
Ｄ
Ｋ
）、
下
田
沼（
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）、
駅
南
ハ
イ
ツ（
３
Ｄ
Ｋ
）

▼
家
賃
＝
各
住
宅
そ
れ
ぞ
れ
入
居

さ
れ
る
世
帯
の
収
入
に
よ
り
決
定

▼
申
込
＝
９
月
８
日
（月）
～
19
日
（金）

の
間
に
、
同
管
理
者
へ　

■
問
合

せ
＝
同
管
理
者
☎

（２１）
６
０
０
６

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
シ
ル
バ
ー
エ

イ
ジ
演
芸
大
会
出
演
者
募
集

　

踊
り
、
歌
謡
、
楽
器
、
詩
吟
な

ど
演
芸
を
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

　

観
覧
は
自
由
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
22
日
（水）
・
23
日
（木）

各
日
午
前
10
時
開
演　

▼
会
場
＝

文
化
会
館　

▼
対
象
＝
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方
の
３
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ（
１
組
５
分
程
度
・
無
料
）

▼
申
込
＝
い
き
い
き
高
齢
課
、
田

と
題
し
、
両
毛
地
域
を
舞
台
に「
秘

密
の
宝
箱
」（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
を
探

し
出
す
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

　

全
11
カ
所
探
し
出
し
、
応
募
す

る
と
参
加
賞

や
抽
選
で
豪

華
賞
品
が
も

ら
え
ま
す
。

▼
期
間
＝
９
月
12
日
（金）
～
11
月
30

日
（日）　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
チ
ラ
シ
の
配
布
場
所
＝
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
（http://w

w
w

.sunfield.ne.jp/

ryoum
oukouiki/

）
／
両
毛
地
域
の

各
市
役
所
・
町
役
場
／
同
地
域
内

の
小
学
校
な
ど　

■
問
合
せ
＝
政

策
調
整
課
☎

（２０）
３
０
０
０

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

見
学
会

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
体

験
・
学
習
し
ま
す
。
不
要
な
携
帯

電
話
、
廃
食
油
が
あ
れ
ば
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
、
廃
食

油
で
作
っ
た
固
形（
粉
）石
鹸
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
１
日
（水）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
会
場
＝
同
セ
ン

タ
ー　

▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
無

料
）
■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

催

物

し

グループホーム

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

グル プホ

水

あおぞら
グル プホ ム

野市町谷町５９１☎８５７１

やまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

グル プホ ム

野市栃本町３２７０☎６１１

せせらぎ
佐野市犬伏下町１７６５-１　☎２４-５１２０

もおもててなししの心でで しししえし すますますしのししししししししし ででででででてなてな でおお ええななななおもても 心心心心心心 ええ迎迎の心 おなお えなおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますももももももてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしのしのしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおおおてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしののしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおお すすすすすすすすすすすすすすす
いいいわ くくくくくくくくせくいいいいいいいいいいいいい                        おお お                                    気 におに わわわわお気 にお い合わせくくださださいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださだ いいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださいいいいいいいいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせ だだだだだだだいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ くせくせくせくせくせくせくせせせせ だだだだだだだおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問おおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問問い問い問い問い問い問い問いいいいい問い問い問い問い問い問い問いいいい いいいいいい

おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください

佐野犬伏
デイサービスセンター

市犬伏下町１７６５１☎２４

デイサ ビスセンタ

わかくさ
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佐
野
市
制
10
周
年
記
念

「
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
」

　

ラ
グ
ビ
ー
の
ト
ッ
プ
選
手
と

し
て
活
躍
し
た
薫く
ん
だ田
真
広
さ
ん

（
現
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
日
本
代
表
戦
略
室
長
）

を
招
き
、
ス
ポ
ー
ツ
と
人
生
の
素

晴
ら
し
さ
に
つ

い
て
話
し
て
い

た
だ
く
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

（
入
場
無
料
）。

▼
日
時
＝
９
月
24
日
（水）
午
後
５
時

50
分
か
ら　

▼
会
場
＝
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
仙
水　

▼
主
催
＝
新
佐
野
市

未
来
研
究
会　

■
問
合
せ
＝
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ
仙
水
☎

（２１）
４
８
８
８

心
豊
か
な
青
少
年
を
育
む
市

民
の
つ
ど
い
～
子
ど
も
は
い

つ
で
も
主
役
に
な
れ
る
～

▼
日
時
＝
９
月
20
日
（土）
午
後
１
時

30
分
～
４
時（
午
後
１
時
開
場
）

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ

▼
内
容
＝
第
１
部
…
栃
木
県
警
察

音
楽
隊
演
奏
会
、
第
２
部
…
市
民

の
つ
ど
い
＝
ち
び
っ
こ
警
察
隊

（
育
成
館
幼
稚
園
）、
芦
畦
の
獅
子

舞（
旗
川
小
）、
T
★
N
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ（
田
沼
西
中
）、
合
唱
団
ど
ん

ぐ
り
（
葛
生
地
区
４
小
学
校
）

▼
主
催
＝
佐
野
市
の
青
少
年
と
と

も
に
育
つ
市
民
の
会

■
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
☎

（６１）
１

１
７
４

第
37
回
栃
木
県
少
年
の
主
張

発
表
安
足
地
区
大
会

　

足
利
市
、
佐
野
市
の
各
中
学
校

の
代
表
が
、
社
会
や
世
界
へ
の
意

見
、
未
来
へ
の
希
望
や
提
案
な
ど
、

中
学
生
の
立
場
で
発
表
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
９
日
（火）
午
後
１
時

～
５
時　

▼
会
場
＝
文
化
会
館　

■
問
合
せ
＝
安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
４

（４１）
５
９
０
０

第
17
回
佐
野
の

越
名
舟
唄
全
国
大
会

　

全
国
か
ら
の
参
加
者
が
自
慢

の
唄
声
を
披
露
し
ま
す
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
呈
茶
席（
20
日
（土）
の

み
・
無
料
）

を

用

意

し
、
お
待

ち
し
て
い

ま
す
。
※
観
覧
無
料

▼
日
時
＝
９
月
20
日
（土）（
予
選
）、

21
日
（日）（
決
勝
）各
日
午
前
10
時
か

ら　

▼
会
場
＝
文
化
会
館　

■
問
合
せ
＝
文
化
振
興
課
☎

（６１）
１

１
６
４

佐
野
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

『
ア
ー
ト
街
道
66
』
展

　

佐
野
～
桐
生
を
結
ぶ
県
道
66
号

線
沿
線
を
中
心
に
、
市
内
に
在
住

す
る
芸
術
家
の
作
品
展
で
す
。

▼
会
期
＝
９
月
１
日
（月）
～
７
日
（日）

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■
問
合

せ
＝
文
化
振
興
課
☎

（６１）
１
１
６
４

美
術
館
ツ
ア
ー

　

市
内
を
め
ぐ
る
小
さ
な
バ
ス
の

旅
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
５
日
（水）
午
後
１
時

30
分
～
５
時
（
文
化
会
館
集
合
）

▼
定
員
＝
先
着
42
人（
無
料
）

▼
行
き
先
＝
安
藤
勇
寿
「
少
年
の

日
」
美
術
館
、吉
澤
記
念
美
術
館
、

東
石
美
術
館

■
申
込
＝
（公財）
佐
野
市
民
文
化
振
興

事
業
団
☎

（６２）
９
５
５
４

佐
野
市
民
大
学

「
唐
沢
山
神
社
と
佐
野
常
民
」

▼
日
時
＝
９
月
14
日
（日）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
大
髙
八
三
郎
さ
ん
（
安

蘇
史
談
会
事
務
局
長
）　

▼
定
員
＝
先
着
100
人（
無
料
）

※
手
話
通
訳
あ
り

■
申
込
＝
同
館
☎

（２４）
５
７
７
１

化
石
採
集
教
室

▼
日
時
＝
９
月
27
日
（土）
午
前
９
時

～
午
後
３
時（
荒
天
中
止
）　

▼
集
合
＝
葛
生
化
石
館
入
口

▼
対
象
＝
小
学
５
年
生
以
上

※
途
中
急
な
山
道
が
あ
り
ま
す

▼
定
員
＝
各
15
人
（
定
員
超
過
は

抽
選
）
▼
費
用
＝
200
円（
保
険
料
）

■
申
込
＝
９
月
18
日
（木）
ま
で
に
、

同
館
☎

（８６）
３
３
３
２（
月
曜
休
館
）

図
書
館
ま
つ
り

▼
日
時
＝
９
月
21
日
（日）
午
前
９
時

～
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市

立
図
書
館　

▼
内
容
＝
工
作
会
や

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

※
田
沼
館
で
は
10
月
、
葛
生
館
で

は
11
月
開
催
予
定

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２２）
１
８
３
３

第
１７
回
秋
山
の
里

「
ゆ
と
り
の
文
化
展
」

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
、
盆
栽
や
蝋

画
、
写
真
、
野
鳥
の
は
く
製
・
木

工
品
な
ど
の
展
示
や
農
産
物
の
直

売
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
４
日
（土）
～
５
日
（日）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
会
場
＝
あ
き
や
ま
学
寮　

■
問
合
せ
＝
同
寮
☎

（８７）
０
０
２
２

TEL.

園児受付中園児受付中
月保育月保育 機能訓練特化型デイサービス

ステップぱーとなー佐野
機能訓練特化型デイサービス

ステップぱーとなー佐野
機能訓練特化型デイサービス

ステップぱーとなー佐野
機能訓練特化型デイサービス

ステップぱーとなー佐野

少人数制なのでスタッフもしっかり
対応できます。
日常生活で悩みはございませんか？

〒327-0844　栃木県佐野市富岡町1296-2
一般財団法人みかも高齢者福祉支援センター
ステップぱーとなー佐野
TEL.0283-85-7410　FAX.0283-85-7412

９月１３日（土）
無料体験・体力測定会
９月１３日（土）

無料体験・体力測定会
専門のトレーナーが体力測定を
行い運動メニューを提案します！！

・膝、腰の痛みでお悩みの方
・屋外を長く歩きたい方
・いつまでも自分の事は自分
　でやりたい方

お気軽にお問い合わせください。

是非一度
体験してみて
下さい！！

日常生活動作を安全、スムーズに改善！！
マシーンミックス・トレーニングで
手に入れましょう！
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

市
の
行
政
評
価
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ー
ト
を
公
表

　

総
合
計
画
に
定
め
ら
れ
た
施

策
・
基
本
事
業
と
全
事
務
事
業
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
公
表
し

ま
す
。
▼
公
開
場
所
＝
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開
窓
口
（
東
仮

庁
舎
事
務
棟
１
階
）、
行
政
経
営

課（
南
仮
庁
舎
１
階
）、
田
沼
・
葛

生
の
各
行
政
セ
ン
タ
ー　

■
問
合

せ
＝
行
政
経
営
課
☎
（２０）
３
０
０
５

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
中
で
す　
　

　

該
当
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方

に
、
６
月
30
日
に
お
知
ら
せ
を
発

送
し
ま
し
た
。
お
知
ら
せ
を
ご
確

認
の
う
え
、
10
月
10
日
（金）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
■
問
合

せ
＝
社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３
０
３
０

こ
ど
も
課
☎
（２０）
３
０
２
３

市
立
小
中
学
校
指
定
学
校

変
更
審
査
基
準
説
明
会

▼
日
時
＝
９
月
24
日
（水）
午
後
７
時

か
ら　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

▼
対
象
＝
平
成
27
年
度
小
中
学
校

入
学
児
童
生
徒
保
護
者
お
よ
び
希

望
者　

▼
内
容
＝
指
定
学
校
変
更

審
査
基
準
／
小
規
模
特
認
校
／
大

規
模
校
解
消
に
係
る
指
定
学
校
変

更
に
つ
い
て　

■
問
合
せ
＝
学
校

教
育
課
☎
（６１）
１
１
７
２

地
震
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り

を
応
援
し
ま
す

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
は
、
耐
震
基

準
が
強
化
さ
れ
る
前
の
工
法
の
た

め
、
震
災
時
に
倒
壊
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
建
替
え
か
補
強
工
事
か

を
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
会
な
ど
集

会
の
際
に
説
明
を
行
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
耐
震
診
断
＝
診
断
費
用
の
３
分

の
２
、
上
限
10
万
円
（
補
強
計
画

な
し
の
診
断
の
場
合
、
上
限
２
万

円
）
▼
耐
震
改
修
＝
改
修
費
用
の

２
分
の
１
、
上
限
80
万
円

※
事
前
に
市
へ
申
し
込
み
を
し
て

か
ら
実
施
し
た
も
の
に
限
り
ま
す

※
耐
震
改
修
に
は
事
前
に
補
強
計

画
を
含
む
耐
震
診
断
が
必
要
に
な

り
ま
す　

■
問
合
せ
＝
建
築
指
導

課
☎
（６１）
１
１
６
７

佐野市の施策⑤　「都市ブランド」

佐野市の「都市ブランド力」を高めるため「シティプロモーション」を進めます

　　　　　■都市ブランド推進室☎（２０）３０４７

●シティプロモーションとは　

　交流人口や定住人口の拡大を図るため、まちの魅力を発掘・

創出し、効果的に発信することです。

●さのまるを活用したシティプロモーション　

　さのまるは平成２３年に誕生して以来、その愛らしい姿に

より、子どもから高齢者まで幅広い層から支持を受け、今や

対外的に市を代表する存在となっています。

　そこで、佐野市のシティプロモーションを進めていくにあ

たっては、さのまるを市の「一体感」、市民の「郷土愛」のシン

ボルとして位置づけ、「さのまるを活用したシティプロモー

ション」を積極的に推進していきます。

年末年始はレイクサイド佐野で！

建物総合管理・フードサービス事業

株式会社   旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

１月分（1/4～31）の受付開始！
市民優先予約

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

レイクサイド佐野予約受付まで
8：30～17：15（土日祝日除く）

ご予約・お問い合わせは

0283-61-1126

９月１日（月）より

１２月３０日（火）～１月３日（土）に宿泊
希望の方は、１０月１日（水）～１５日（水）
の間に専用の予約用紙でお申し込みください。
（申込多数の場合は抽選となります）
詳しくは予約受付までお問い合わせを！

昨年のゆるキャラ®グランプリ２０１３

の優勝記念パレードでは、約３万人の方

が来場し、さのまるを祝福してください

ました。

お
知
ら
せ

○お問い合わせ

オンダ楽器ハーモニープラザ
0283－23－0682（第３日曜、月曜定休）
http://www.ondagakki.com

●レッスンはヤマハ認定講師が担当
⇒ヤマハ認定講師が個人個人のペースに合わせたきめ細かなレッ
　スンをします。飽きずに楽しみながらどんどん上達できます！ 

●多彩な教科 
⇒ピアノやエレクトーン、ドラム、フルート、ギター管楽器
　から、声楽まで…まずはお気軽に体験してみてください♪ 

お子様の
音楽教室、
英語教室も
入会受付中！！

ヤ
マ
ハ
の
特
徴

明るい雰囲気で楽しいレッスン！
　　ぜひヤマハの教室を体験してみてください！！ 

ヤマハ大人の音楽教室

無料体験
レッスン
実施中！

無料体験
レッスン
実施中！

特殊（電話利用）詐欺にご注意を！　　　　■問合せ＝佐野警察署☎（２４）０１１０
　特殊詐欺の被害が続いています。怪しい電話があった際は必ず家族に確認するとと
もに、すぐに警察に通報してください。 「息子でも　会えなきゃ渡すな　振り込むな」
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新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
の

ご
紹
介（
９
月
１
日
付
け
）

小
久
保
洋
子
さ
ん
・
越
名
町（
南
）

山
根
茂
樹
さ
ん
・
免
鳥
町（
新
田
）

■
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３

０
２
０

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」が

誕
生
月
に
送
付
さ
れ
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
の
加
入
者
の
誕
生
月

に
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
定
期
便
は
、
年
金
加
入
期

間
や
保
険
料
納
付
実
績
な
ど
、
年

金
に
関
す
る
個
人
情
報
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
35
・

45
・
59
歳
の
方
に
は
封
書
に
よ
り
、

年
金
記
録
の
確
認
方
法
な
ど
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
同
封
さ
れ
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
ね
ん

き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

佐
野
市
の

企
業
支
援
対
策
事
業

●
地
場
産
業
各
種
展
示
会
等
出
展

支
援
事
業　

▼
対
象
＝
地
場
産
業

製
品
の
展
示
会
な
ど
に
参
加
し
、

産
地
お
よ
び
製
品
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
販
路
拡
大
、
営
業
シ
ェ

▼
対
象
＝
福
祉
の
お
仕
事
を
お
探

し
の
方
（
平
成
27
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
専
門
学
校
生
、
短
大
生
、

大
学
生
を
含
む
）
▼
内
容
＝
求
人

事
業
者
に
よ
る
仕
事
内
容
、
採
用

条
件
な
ど
の
相
談　

■
問
合
せ
＝

（福）
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

と
ち
ぎ
障
が
い
者

合
同
就
職
面
接
会

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

合
同
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
10
日
（金）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
受
付
午
後
1
時
か

ら
）
▼
会
場
＝
栃
木
商
工
会
議
所

（
栃
木
市
）▼
対
象
＝
県
南
地
区
で

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方　

■
問
合
せ
＝
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
野
☎
（２２）
６
２
６
０

ヤ
マ
ビ
ル
の
吸
血
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

ヤ
マ
ビ
ル
の
吸
血
被
害
が
、
秋

山
町
や
作
原
町
な
ど
の
地
域
を
中

心
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
の
中
に
入
る
と
き
は
、
塩
水

や
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
使
用
す
る

と
と
も
に
、
肌
を
露
出
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

吸
血
さ
れ
た
と
き
は
、
虫
よ
け

女
性
の
再
就
職
相
談
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
相
談
員
が
、
仕
事
の

選
び
方
や
面
接
の
受
け
方
、
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
た
め
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
求
職
申

込
書
の
ご
案
内
も
し
ま
す
。

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
満
６
か

月
以
上
就
学
前
）、
相
談
・
託
児

と
も
無
料

▼
日
時
＝
10
月
８
日
（水）
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
会
場
＝
こ
ど
も
の
国

■
申
込
・
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
☎
（２７）
２
３
５
４

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

技
能
講
習
会　

　

受
講
料
は
、
栃
木
県
収
入
証
紙

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
24
日
（水）
〜
26
日
（金）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

▼
内
容
＝
第
１
種
電
気
工
事
士
筆

記
試
験
準
備
講
習　

▼
定
員
＝
先

着
10
人　

▼
費
用
＝
３
５
２
０
円

■
申
込
＝
９
月
17
日
（水）
ま
で
に

同
校
☎
０
２
８
４
（９１）
０
８
０
３

福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
面
談
会

▼
日
時
＝
10
月
３
日
（金）
午
後
１
時

〜
３
時
30
分（
受
付
は
３
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ア
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
参
加
す
る
製
造
業
者
ま
た
は

団
体　

▼
補
助
金
額
＝
展
示
会
な

ど
の
出
展
料
ま
た
は
小
間
代
相
当

額
、
展
示
装
飾
費
、
輸
送
費
な
ど
。

た
だ
し
、
同
一
補
助
事
業
者
に
対

し
１
年
度
内
に
25
万
円
限
度

●
産
業
財
産
権
（
特
許
権
・
実
用

新
案
権
・
意
匠
権
・
商
標
権
）
取

得
支
援
事
業　

▼
補
助
金
額
＝
対

象
経
費
の
４
割
以
内
（
限
度
額

40
万
円
。同
一
技
術
な
ど
を
国
内
、

国
外
双
方
に
出
願
す
る
場
合
は
別

件
と
す
る
）
▼
条
件
＝
市
税
に
未

納
が
な
い
こ
と

●
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
加

入
促
進
事
業　

▼
補
助
金
額
＝
新

規
加
入
従
業
員（
被
共
済
者
）１
人

に
つ
き
補
助
期
間
を
１
年
を
限
度

と
し
て
月
額
600
円

●
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

加
入
促
進
事
業　

▼
対
象
＝
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
法
に
基
づ
き

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
と
新
た

に
共
済
契
約
を
締
結
し
た
事
業
所

▼
補
助
金
額
＝
月
額
８
万
円
を
限

度
と
し
て
積
み
立
て
た
掛
金
の
12

カ
月
分
の
２
割

■
問
合
せ
＝
商
工
課
☎
（６１）
１
１
９

２

剤
や
塩
な
ど
で
ヤ
マ
ビ
ル
を
自
然

に
は
が
し
、
傷
口
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
■
問
合
せ
＝
農
山
村
振
興
課

☎
（６１）
１
１
６
３

麦
・
大
豆
・
な
た
ね
・
そ
ば

の
生
産
者
の
方
へ　

　

平
成
27
年
度
か
ら
「
畑
作
物
の

直
接
支
払
交
付
金
」の
対
象
者
が
、

「
認
定
農
業
者
」「
集
落
営
農
」「
認

定
新
規
就
農
者
」
と
な
り
ま
す
。

交
付
対
象
者
で
な
い
場
合
は
、
交

付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
■
問
合

せ
＝
農
政
課
☎
（６１）
１
１
６
２

９
月
１１
日
は
「
警
察
相
談
の

日
」で
す
〜
警
察
の
相
談
ダ
イ

ヤ

ル「
♯
９
１
１
０
」
〜　
　

警
察
で
は
犯
罪
の
予
防
や
安
全
に

関
す
る
相
談
を
警
察
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
「
♯
９
１
１
０
」（
県
民
相

談
室
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
相

談
は「
♯
９
１
１
０
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
☎
０
２
８（
６
２
７
）

９
１
１
０
で
も
可
）。

※
佐
野
警
察
署
で
も
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い　

■
問
合
せ
＝
同
署
☎
（２４）
０
１
１
０
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平
成
26
年
度

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験　

▼
試
験
日
＝
11
月
９
日
（日）

▼
会
場
＝
足
利
工
業
大
学
ほ
か

▼
受
験
料
＝
甲
種
５
千
円
、
乙
種

３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７
０
０
円

※
乙
種
お
よ
び
丙
種
の
受
験
資
格

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
申
込
＝
９
月
８
日
（月）
〜
19
日
（金）

の
間
に
、
書
面
、
ま
た
は

（一財）
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
・
佐

野
市
消
防
署
・
北
・
西
分
署
で
配

布
、
受
け
付
け
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２３）
９
９
１
０

技
能
検
定
合
格
者
を
顕
彰

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
に
県
で

実
施
し
た
職
業
能
力
開
発
促
進
法

に
基
づ
く
技
能
検
定
に
合
格
さ
れ

た
方
々
へ
、
賞
状
な
ど
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

【
特
級
】
職
種
・
氏
名
（
敬
称
略
）

油
圧
装
置
調
整

五
家
　
利
行

【
１
級
】
職
種
・
氏
名
（
敬
称
略
）

さ
く
井

倉
本
　
成
和

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

形

大
庭
　
直
也

君
田
　
貴
正

鈴
木
　
薫

田
子
　
泰
宏

機
械
・
プ
ラ
ン
ト
製
図

小
野
寺
　
賢

機
械
加
工

石
橋
　
正
明

永
島
　
康
雄

中
村
　
和
樹

宮
沢
　
知
也

機
械
保
全

石
野
　
義
明

磯
貝
　
栄

上
田
　
哲
之

機
械
保
全

上
原
　
一
成

木
村
　
正
義

猿
橋
　
祐
哉

鈴
木
　
卓
也

土
屋
　
和
広

仲
山
　
和
正

増
子
　
金
男

向
田
　
祥
広

金
属
熱
処
理

根
岸
　
正
典

野
原
　
章

横
塚
　
康
之

建
設
機
械
整
備

川
田
　
修
平

福
富
　
秀
隆

産
業
車
両
整
備

髙
沼
　
浩
之

造
園

青
木
　
利
行

森
江
　
正
行

鉄
工

廣
瀬
　
宏
司

電
気
機
器
組
立
て

上
野
　
利
之

塗
装

大
川
　
幸
人

森
下
　
幸
一

配
管

上
田
　
哲
也

小
井
沼
信
弥

鈴
木
　
宏
章

油
圧
装
置
調
整

川
島
　
唯
敬

渋
屋
　
智
洋

■
問
合
せ
＝
商
工
課
☎
（６１）
１
１
９

２

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

消費生活センターからのお知らせ

食品の表示について

　加工食品などは、外見だけでは品質の良し悪しや

安全性を判断しかねます。消費者が安心して選択す

るために、食品の表示を法律で規制しています。

　例えば生鮮・加工食品は「品名」、「原材料名」、「原

産国名」、「内容量」、「保存方法」、「賞味期限」、「消

費期限」、「製造者の氏名」などが表示されています。

　これらの表示は、農林物資の規格化及び品質表示

の適正化に関する法律（ＪＡＳ法）や食品衛生法など

で規制され、表示が義務付けられています。

　表示を良く見て、商品の選択に役立てましょう。

■問合せ＝消費生活センター（田沼庁舎本館１階） 

　☎（６１）１１６１　※平日午前９時～午後４時

　消費者ホットライン☎０５７０（０６４）３７０

　午前１０時～午後５時　※土・日曜日、祝日のみ

クリーン推進課からのお知らせ

生ごみのたい肥化にご協力ください

　家庭から排出される燃えるごみのうち、生ごみの

占める割合は、約３０％といわれています。

　市では、生ごみの減量化・再資源化を推進するため、

生ごみ処理機器の購入費に対して補助金を交付して

います。平成２５年度は３７件交付しました。

　申請書は、クリーン推進課、各庁舎の総合窓口課

にあります。また、市ホームページからもダウンロー

ドできますので、ぜひご利用ください。

種類 補助内容

生ごみ処理機 購入費の３分の１（上限３万円）

コンポスト容器 購入費の２分の１（上限１器５千円）

※自家用の機器のみ対象（事業用は対象外）

　詳しくはお問い合わせください

■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

さ
の
ま
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
交
付
開
始

　

９
月
１
日
（月）
〜
12
日
（金）
は
市
民

税
課
の
み
、９
月
16
日
（火）
以
降
は
、

市
民
税
課
、
田
沼
・
葛
生
の
各
総

合
窓
口
課
、
各
支
所
で
受
け
付
け

し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
市
民
税
課

☎
（２０）
３
０
０
７

今
月
の
納
税

　

９
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
３
期
、
国
民
健
康
保

険
税
第
３
期
の
納
期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０

１
０
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佐
野
市
中
央
公
民
館

趣
味
講
座

　

佐
野
市
中
央
公
民
館
で
行
い
ま

す
。
申
込
は
、
同
館
☎
（２４）
５
７
７

１
へ

●
初
心
者
の
た
め
の
古
文
書
解
読

講
座

▼
日
時
＝
９
月
30
日
〜
10
月
28
日

の
毎
週
火
曜
日（
全
５
回
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
講
師
＝

影
山
幹
男
さ
ん
（
元
栃
木
県
立
文

書
館
専
門
員
）
▼
定
員
＝
先
着
20

人（
無
料
）▼
申
込
期
間
＝
９
月
５

日
（金）
〜
22
日
（月）

●
中
央
う
た
ご
え
喫
茶

▼
日
時
＝
10
月
23
日
、
11
月
６
・

13
日
の
各
木
曜
日（
全
３
回
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
講
師

＝
石
川
博
右
さ
ん
・
石
川
昭
子
さ

ん　

▼
定
員
＝
先
着
30
人（
無
料
）

▼
申
込
期
間
＝
９
月
５
日
（金）
〜
10

月
１
日
（水）

生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

実
践
講
座

　

立
正
大
学
デ
リ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ

ジ
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

　

江
戸
の
文
化
や
、
当
時
の
人
々

の
生
活
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
・
内
容
＝

①
10
月
４
日
（土）
・「
テ
レ
ビ
・
映

画
の
時
代
劇
と
歴
史
考
証
〜
目
か

ら
ウ
ロ
コ
、
の
出
典
は
新
約
聖

書
？
」、
②
10
月
25
日
（土）
・「
100
万

都
市
、
江
戸
の
庶
民
生
活
」、
③

11
月
15
日
（土）
・「
江
戸
っ
子
の
美

学
」、
④
12
月
６
日
（土）
・「
現
代
に

生
き
る
歌
舞
伎
」

※
各
回
午
後
２
時
〜
４
時
（
全
４

回
、
１
回
の
み
の
受
講
も
可
）

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
＝
①
〜
③
北
原
進
さ
ん

（
同
大
名
誉
教
授
）、
④
矢
内
賢
二

秋
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動　

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
被
害
者
、
加
害
者

と
も
に
そ
の
後
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

事
故
を
起
さ
な
い
、
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
基
本
】
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止　

【
運
動
の
重
点
】　

全
国
重
点
…
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止
、
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
飲
酒
運

転
の
根
絶

栃
木
県
重
点
…「
子
ど
も
や
高
齢

者
に
優
し
い
３
Ｓ
運
動
」の
推
進

●
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
①

▼
日
時
＝
９
月
13
日
（土）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
会
場
＝
道
の
駅

ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま　

▼
内
容
＝
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
の

展
示
、
風
船
・
粗
品
の
配
布
な
ど

▼
主
催
＝
佐
野
地
区
安
全
運
転
管

理
者
協
議
会
田
沼
支
部

●
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
②（
予
定
）

▼
日
時
＝
９
月
22
日
（月）
午
前
10
時

か
ら　

▼
会
場
＝
佐
野
駅
入
口
交

差
点　

▼
内
容
＝
若
宮
保
育
園
児

に
よ
る
交
通
安
全
の
呼
び
か
け

「
梨
」の
配
布　

▼
主
催
＝
市
、
佐

野
警
察
署
、
佐
野
市
交
通
安
全
推

進
協
議
会　

■
問
合
せ
＝
交
通
生

活
課
☎
（６１）
１
１
５
９   

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

　

料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
大
橋
シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
、
田
沼
・
葛
生
の

連
絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
８
日
（水）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
大
橋
シ

ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ　

■
問
合

せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
☎
（２３）
７
７
６
５

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週

間
に
お
け
る
電
話
相
談

　
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
と
し

て
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
暴

行
・
虐
待
な
ど
、
人
権
問
題
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
９
月
８
日
（月）
〜
14
日
（日）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時（
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
）
■
連
絡
先
＝
同
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

講

座

さ
ん
（
同
大
文
学
部
准
教
授
）

▼
定
員
＝
各
回
先
着
60
人（
無
料
）

■
申
込
＝
生
涯
学
習
課
☎
（６１）
１
１

７
４

暮
ら
し
に
役
立
つ
出
前
講
座

　

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
町
会
、
団
体
な
ど
で
ご
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
■
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー
☎
（６１）

１
１
６
１

平成２６年度伝統文化親子教室
　伝統文化に触れるため、下記教室が開催中です。

　関心のある方は、お問い合わせください。
教室 内容 問合せ

佐野若竹
こども太鼓クラブ

和太鼓 ☎（６２）０３９５ 浅野

日本舞踊手ほどき
親子体験教室

邦舞 ☎（２２）２７９３ 遠藤

伝統文化茶道
親子教室

茶道 ☎（２３）０２４６ 清水

親子教室佐野クラブ 華道 ☎（６２）１６８１ 茂呂

いけばな親子教室
たんぽぽ

華道 ☎（２２）５６６３ 小関

佐野地区伝統文化
いけばな親子教室

華道 ☎（２３）０２４６ 清水

田沼こども和太鼓教室 和太鼓 ☎（６２）８８４１ 野尻

伝統文化茶道親子教室 茶道 ☎（２３）７６８０ 拝﨑
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

講
演
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
10
日
（金）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時　

▼
会
場
＝
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
パ
レ
ッ

ト
プ
ラ
ザ
さ
の
）
▼
定
員
＝
先
着

50
人（
無
料
）▼
主
催
＝
男
女
共
同

参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
の
（
栃
木

県
女
性
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
佐

野
支
部
）
■
申
込
＝
人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
☎
（２７）
２
３
５
４

楽
習
講
師
企
画
講
座

　

申
込
は
、
生
涯
学
習
課
☎
（６１）
１

１
７
４
へ

●
60
代
70
代
か
ら
始
め
ら
れ
る
小

筆
書
道

　

初
め
は
名
前
か
ら
。
整
っ
た
文

字
に
す
る
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
９
月
18
日
〜
10
月
16
日

の
毎
週
木
曜
日（
全
５
回
）午
前
10

時
〜
正
午　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中

央
公
民
館　

▼
講
師
＝
庄
司
玉
峰

さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
費
用
＝
千
円（
教
材
費
）▼
持
ち

物
＝
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
文
鎮
、

メ
モ
用
紙

●
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
基

礎
講
座
（
初
心
者
向
け
講
座
）

※W
indow

s7/8/8.1

対
象

▼
日
時
＝
９
月
20
日
〜
10
月
４
日

の
毎
週
土
曜
日（
全
３
回
）午
前
10

時
〜
正
午　

▼
会
場
＝
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
こ
こ
ね
っ
と　

▼
対
象

＝
中
高
年
の
初
心
者　

▼
講
師
＝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
唐
沢
Ｐ
Ｃ　

▼
定
員
＝
先

着
10
人　

▼
費
用
＝
３
千
円
（
資

料
代
）
▼
持
ち
物
＝
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン（
貸
し
出
し
は
先
着
２
台
）

●
マ
マ
友
作
り
も
出
来
る
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会　

▼
日
時
＝
９
月
22
・
29
日
の
月
曜

日（
全
２
回
）午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分　

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公

民
館　

▼
対
象
＝
２
カ
月
〜
ハ
イ

ハ
イ
く
ら
い
ま
で
の
親
子　

▼
講
師
＝
柏
倉
美
香
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
10
組　

▼
費
用
＝
千
円　

▼
持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

●
誰
に
で
も
で
き
る
空
手
で
良
い

汗
を
流
そ
う
！　

　

親
子
で
護
身
を
学
び
ま
し
ょ
う

▼
日
時
＝
10
月
19
日
（日）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
駅

前
交
流
プ
ラ
ザ「
ぱ
る
ぽ
ー
と
」

▼
対
象
＝
４
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

と
親　

▼
講
師
＝
桑
原
裕
之
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
10
組（
無
料
）

▼
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

着
替
え

●
腰
痛
、
肩
こ
り
、
ひ
ざ
痛
の
軽

減
法
・
運
動
法
・
改
善
法
を
知
る

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座
「
ア

ク
リ
ル
た
わ
し
を
作
ろ
う
」

▼
日
時
＝
９
月
24
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
田

沼
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
消
費

者
友
の
会
会
員　

▼
定
員
＝
先
着

20
人　

▼
費
用
＝
200
円
▼
持
ち
物

＝
か
ぎ
針
６
号
ま
た
は
７
号
、
は

さ
み　

■
申
込
＝
交
通
生
活
課
☎

（６１）
１
１
５
９

佐
野
商
工
会
議
所
の
セ
ミ

ナ
ー

　

佐
野
商
工
会
議
所
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。
両
講
座
、
申
し
込
み

が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
込
は
、

同
会
議
所
☎
（２２）
５
５
１
１
へ

●
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
検
定
試
験（
２
級
対
策
）

▼
日
時
＝
10
月
７
日
〜
23
日
の
毎

週
火
・
木
曜
日（
全
６
回
）午
後
７

時
〜
９
時
30
分　

▼
講
師
＝
大
熊
信
成
さ
ん（
佐
野

短
期
大
学
教
員
）、竹
内
幹
夫
さ
ん

（
ア
ル
ス
建
築
設
計
事
務
所
代
表
、

一
級
建
築
士
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人　

▼
費
用
＝

６
千
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

●
日
商
簿
記
３
級
検
定
試
験
対
策

▼
日
時
＝
10
月
11
日
〜
11
月
15
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜

５
時（
全
６
回
）▼
対
象
＝
過
去
に

学
習
経
験
や
受
験
経
験
の
あ
る
方

▼
講
師
＝
斎
藤
武
男
さ
ん
（
元
佐

野
松
陽
高
等
学
校
教
諭
）

▼
費
用
＝
３
２
４
０
円
（
ほ
か
教

材
費
２
千
円
）
▼
定
員
＝
先
着
20

人　

▼
申
込
期
限
＝
９
月
30
日
（火）

（
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
あ
り
）

労
働
教
育
講
座

　

判
例
な
ど
を
ま
じ
え
な
が
ら
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
問
題
へ
の
警
鐘
を
鳴

ら
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
29
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分　

▼
会
場
＝

足
利
庁
舎　

▼
講
演
＝
今
野
晴
貴

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

代
表
）「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
問
題
を

考
え
る
〜
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
弊
害

〜
」
▼
定
員
＝
先
着
80
人（
無
料
）

■
申
込
＝
10
月
22
日
（水）
ま
で
に
、

足
利
労
政
事
務
所
☎
０
２
８
４
（４１）

１
２
４
１

パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
講
座

　

マ
ロ
ニ
エ
乳
児
院「
夢
」院
長
の

中
原
清
一
さ
ん
が
「
社
会
全
体
で

子
ど
も
を
育
む
た
め
に
ー
今
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
ー
」
と
題
し
、

　

自
分
自
身
の
ケ
ア
の
仕
方
と
、

大
切
な
方
へ
の
施
術
の
仕
方
、
臨

床
法
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
日
時
＝
９
月
10
日
（水）
・
19
日

（金）
、
10
月
３
日
（金）
・
15
日
（水）
（
全

４
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ

「
ぱ
る
ぽ
ー
と
」　

▼
講
師
＝
桑
原

裕
之
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
10
人

▼
費
用
＝
200
円（
資
料
代
）

▼
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
わ
か
り
や
す
い
相
続
・
遺
言
セ

ミ
ナ
ー　

▼
日
時
＝
①
９
月
19
日

（金）
、
②
10
月
６
日
（月）
各
回
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝

城
北
地
区
公
民
館　

▼
講
師
＝
行

政
書
士
グ
ル
ー
プ
か
た
く
り　

▼

定
員
＝
各
回
先
着
20
人　

▼
費
用

＝
500
円　

▼
持
ち
物
＝
筆
記
用
具

素
敵
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

「
小
布
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
」

▼
日
時
＝
９
月
30
日
・
10
月
７
日

の
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分　

▼
会
場
＝
葛
生
地
区
公
民

館　

▼
講
師
＝
北
岡
豊
子
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
15
人　

▼
費
用
＝

千
円（
材
料
費
）▼
持
ち
物
＝
裁
縫

道
具（
針
・
糸
な
ど
）
■
申
込
＝
９

月
３
日
（水）
以
降
、
同
館
☎
（８６）
３
４

１
４
へ
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▼
日
時
＝
９
月
25
日
〜
12
月
18
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時

▼
定
員
＝
先
着
25
人

●
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

▼
日
時
＝
９
月
25
日
〜
12
月
18
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜

３
時
30
分　

▼
定
員
＝
先
着
25
人

●
ス
テ
ッ
プ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▼
日
時
＝
10
月
10
日
〜
12
月
12
日

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
８

時
30
分　

▼
定
員
＝
先
着
30
人

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
時
間（
各
回
）

▼
日
時
＝
10
月
２
日
〜
12
月
18
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

▼
定
員
＝
先
着
24
人

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

「
ニ
ュ
ー
エ
ル
ダ
ー
元
気
塾
」

　

文
部
科
学
省
委
託
事
業
を
佐
野

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
受

け
、「
ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
」・「
体

力
チ
ェ
ッ
ク
」
な
ど
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
12
日
、
11
月
２
・

23
日
の
各
日
曜
日
午
後
１
時
〜
５

時
（
最
終
日
は
６
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
対
象
＝
50
〜
60
代
く
ら
い
の
男

女　

▼
定
員
＝
先
着
50
人（
無
料
）

■
申
込
＝
９
月
30
日
（火）
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課
☎
（２６）
０
０

６
５

田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

　

田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
で
開
催
し
ま
す
。
各
講
座
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

■
申
込
＝
９
月
８
日
（月）
以
降
、
同

セ
ン
タ
ー
☎
（６２）
８
８
８
１

●
は
じ
め
て
の
サ
ッ
カ
ー

▼
日
時
＝
10
月
29
日
〜
11
月
26
日

の
毎
週
水
曜
日（
全
５
回
）午
後
６

時
〜
７
時
30
分　

▼
対
象
＝
小
学
生　

▼
定
員
＝
先

着
30
人　

▼
費
用
＝
２
千
円

●
硬
式
テ
ニ
ス（
成
人
ク
ラ
ス
）

▼
日
時
＝
10
月
11
日
〜
12
月
13
日

の
毎
週
土
曜
日（
全
10
回
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

▼
対
象
＝
高
校

生
以
上　

▼
定
員
＝
先
着
16
人　

▼
費
用
＝
５
千
円

●
硬
式
テ
ニ
ス（
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
）

▼
日
時
＝
10
月
11
日
〜
12
月
13
日

の
毎
週
土
曜
日（
全
10
回
）午
後
１

時
〜
２
時　

▼
対
象
＝
小
・
中
学
生　

▼
定
員

＝
先
着
16
人　

▼
費
用
＝
５
千
円

▼
共
催
＝
佐
野
テ
ニ
ス
協
会

●
リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▼
日
時
＝
10
月
14
日
〜
12
月
16
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
10
時

50
分　

▼
対
象
＝
成
人
以
上　

▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
１
回
300
円

●
骨
盤
矯
正
体
操

▼
日
時
＝
10
月
16
日
〜
12
月
18
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
10
時

50
分　

▼
対
象
＝
成
人
以
上　

▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
１
回
300
円

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

▼
会
場
＝
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま　

▼
対
象
＝
成
人　

▼
費
用
＝
各
教

室
５
千
円
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
み

１
回
500
円
）　

■
申
込
＝
９
月
11

日
（木）
以
降
、
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
☎

（６１）
１
１
５
３
（
各
教
室
、
日
程
の

詳
細
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

●
ペ
ル
ビ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ
（
骨

盤
体
操
）
教
室　

▼
日
時
＝
９
月
30
日
〜
12
月
23
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
７
時

50
分　

▼
定
員
＝
先
着
25
人

●
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

▼
日
時
＝
10
月
８
日
〜
12
月
10
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
20
分　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

●
は
じ
め
て
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

▼
日
時
＝
10
月
２
日
〜
12
月
４
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
７
時

50
分　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

●
ヨ
ガ
教
室

せ
ん
か
？

▼
日
時
・
内
容
＝
９
月
29
日
（月）
グ

ル
ー
プ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
体
験

編
）、
10
月
６
日
（月）「
水
平
の
暴
力

は
な
ぜ
起
こ
る
？（
理
論
編
）」、10

月
20
日
（月）
「
私
た
ち
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
？（
対
応
編
）」（
全
３
回
）

各
回
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場
＝
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ

の
）
▼
講
師
＝
竹
内
久
美
子
さ
ん

（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
10
人　

▼
費
用
＝
各
回
100
円（
資
料
代
）　

■
申
込
＝
９
月
26
日
（金）
ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
（２７）

２
３
５
４

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
満
６
か

月
以
上
就
学
前
）　

健
康
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室「
反
射

区
を
お
ぼ
え
て
自
力
整
体
」

　

体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
法
を
学
び

ま
し
ょ
う
！
▼
日
時
＝
９
月
19
日

（金）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分　

▼
会
場
＝
常
盤
地
区
公
民
館　

▼
講
師
＝
中
村
信
子
さ
ん（
ボ

デ
ィ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
館
☎
（８５）
３
６
５
７

縄
文
の
織
布（
ア
ン
ギ
ン
）で

コ
ー
ス
タ
ー
を
作
ろ
う

▼
日
時
＝
10
月
18
日
（土）
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
会
場
＝
郷
土
博
物
館

▼
講
師
＝
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
職
員　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
100
円（
材
料
代
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン　

■
申
込
＝
同
館
☎
（２２）
５
１
１
１

運
動
公
園

「
ボ
デ
ィ
シ
ェ
イ
プ
運
動
」

　

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
筋
力
ア
ッ
プ
。
脂

肪
を
燃
焼
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
９
月
17
日（
体
験
会
）、

10
月
１
日
〜
29
日
の
水
曜
日（
全

４
回
）午
前
10
時
〜
10
時
50
分

▼
会
場
＝
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上

▼
定
員
＝
先
着
10
人　

▼
費
用
＝

２
５
０
０
円（
体
験
会
の
み
無
料
）

■
申
込
＝
同
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３

女
性
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
講
座

「
女
の
敵
は
女
!?
」

　

嫁
と
姑
、
母
と
娘
、
マ
マ
友
、

同
僚
な
ど
、
女
性
同
士
の
関
係
は

難
し
い
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
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レイクサイド佐野情報
　９月１日（月）から１月４日（日）～３１日（土）までの

予約受付を開始します。なお、年末年始の予約は抽選に

なります（申込期間は１０月１日（水）～１５日（水））

▼休館日＝９月８日（月）～１１日（木）、１１月１９日（水）・

２０日（木）、１２月２５日（木）・２６日（金）、１月５日（月）

～８日（木）　※１０月は無休。変更になる場合あり

▼受付＝平日午前８時３０分～午後５時１５分

■申込・問合せ＝☎（６１）１１２６

■人間国宝田村耕一陶芸館
☎（２２）０３１１
（まちなか活性化ビル「佐野未来館」）

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

　ご家庭にしまってある古い歴

史資料（田中正造・小堀鞆音関

係資料・古文書・掛軸・写真など）

はありませんか？

　資料情報をぜひ博物館へお寄

せください。

　引っ越しや改築の際にほこり

まみれで読むことができないと

いう理由で貴重な資料が処分さ

れることがあります。

　処分される前にぜひ博物館へ

ご一報ください。

　大切な歴史資料を後世へ伝え

ていきましょう。

■葛生化石館☎（８６）３３３２

　小さな頭に大きく膨らんだお腹をもつこの単弓

類は、ペルム紀当時、最大種であったコティロリン

クスです。最大６ｍにもなったといわれ、大きなお

腹は食べた植物を発酵させて消化するためだった

と考えられています。

　７月号広報で夏季企画展の

お知らせをしていたのもこの

コティロリンクスです。化

石館では「単弓類ってしって

る？」展開催中です！ぜひ、見に来てください。

▼開館時間＝午前９時～午後５時  ▼入館料＝無料

▼休館日＝毎週月曜日（９月１５日は開館）、

　　　　　９月１６日（火）、９月２４日（水）

「吉澤コレクションの鳥 おめでたい鳥たち」

　長寿のシンボルである鶴などを主題とする絵画や

工芸作品などをご紹介します。

▼会期＝９月６日（土）～１０月１９日（日）

▼開館時間＝午前９時３０分～午後５時

▼入館料＝一般５１０円ほか

▼休館日＝８月２８日（木）～９月５日（金）まで展示

替え休館、毎週月曜

日（９月１５日は開

館）、９月１６日（火）、

９月２４日（水）、

１０月１４日（火）

【作品鑑賞会】

９月１４日（日）

午後２時～

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

佐野市制１０周年記念
人間国宝田村耕一陶芸館 
開館１０周年記念企画展
「佐野市所蔵名品展」開催中

▼会期＝１１月２３日（日）まで

▼開館時間＝午前９時～午後５

時　 ▼入館料＝無料

※会期中は休まず開館します

　県の指定文

化財となって

いる牧歌舞伎

と吉澤人形首

に関する資料

を、７０点ほ

ど展示しています。お気軽にお越

しください。

▼会期＝９月３０日（火）まで

▼開館時間＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料

▼休館日＝毎週月曜日（９月１５

日は開館）、９月１６日（火）、９

月２４日（水）

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

「眠っている歴史資料はあ
りませんか？」
■郷土博物館☎（２２）５１１１

髙山辰雄《赤い椿と》当館蔵

▼無料送迎バス出発日 ★お楽しみバス運行日

９月
１泊用 １７日（水）・２９日（月）
２泊用 ４日（木）★

１０月
１泊用 ２日（木）
２泊用 ７日（火）・２０日（月）★

１１月
１泊用 ９日（日）・１７日（月）・２７日（木）
２泊用 ６日（木）・１２日（水）★

１２月
１泊用 ２日（火）
冬期バス １０日（水）～２３日（火・祝）

1月
１泊用 １４日（水）
冬期バス １９日（月）～３１日（土）

「牧歌舞伎と吉澤人形首展」
開催中

展示室の様子

コティロリンクス

鉄
絵
銅
彩
葡
萄
文
陶
板
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ぴよぴよルームくずう・たぬま

くずう☎（８５）３４５６　たぬま☎（６２）７０４１

（くずう保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

９月１８日（木）・たぬま・「助産師の話（卒乳・断乳）」

１０月６日（月）・くずう・「栄養士の話（偏食など）」

※その他にも誕生会、リトミックなどがあります

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

子育て教室　

▼内容＝工作や歌、手遊びなど　 ▼日程＝南児童

館：毎週月曜日（２２日を除く）、東児童館：毎週

木曜日、西児童館：毎週火曜日（０～１歳向け）・

毎週金曜日（１～３歳向け）、田沼児童館：毎週月

曜日　※各館とも午前１０時３０分から

☆詳しい内容は直接各館へお問い合わせください

母親クラブの会員を募集しています！
　「母親クラブ」とは、子育て世代のお母さんた

ちが、楽しみながら交流活動をするサークルです。

詳しくはお問い合わせください。

▼内容＝育児エクササイズ、館内遊び＆ママトー

ク、お誕生会、果物狩り、季節の行事など　

▼費用＝年会費３００円（そのほか、活動内容に

より実費負担があります）

児童館情報
　市内で活躍する市民講師による体験教室を小学

校を対象に開催します（就学前児童は保護者が同

伴で可）。各回先着２０人です。希望者は当日、

こどもの国へ直接お越しください。（無料）

こどもの森で遊ぼう教室
　森の中でネイチャーゲームを体験しながら自然

を学びましょう。
▼日時＝９月７日（日）午後２時～３時　

▼会場＝こどもの国内こどもの森

絵本読みきかせと手遊び教室
　手遊びなどを交えながら子どもたちへ「読んで

みたい絵本」や「読ませたい絵本」の紹介と楽し

い絵本の読みきかせ会を行います。

▼日時＝９月２８日（日）午後２時～３時

▼会場＝こどもの国総合こどもセンター

こどもの国情報

▼休館日＝毎月第 3土曜日と翌日の日曜日、国民

の祝日、年末年始　■問合せ＝南児童館☎（２３）

２５２５、東児童館☎（２１）１６６８、西児童館

☎（２５）２４５２、田沼児童館☎（６２）０８７８

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）、年末年始

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

（１コース目）妊娠中期以降の方

（２コース目）妊娠後期の方

１０月６日（月）午前９時～９時１０分

※１１時４５分まで
佐野市保健センター

９月２７日（土）

赤ちゃんふれあ

いルーム
１歳までのお子さんと保護者

９月１６日（火）午前１０時～１０時

３０分

佐野市保健センター

９月１７日（水） 田沼保健センター

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０★９月１０日（水）～１０月９日（木）の予定

☆詳しくは、市ホームページ、または直接お問い合わせください

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時

　※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　９月９日（火）午前１１時～ 

　「こどもの心と体の健康」（講師：柳川悦子さん）

○親子教室「からだを動かしてあそぼう」

　９月１０日（水）午前１０時３０分～ 

○誕生会：９月１７日（水）午前１０時３０分～

○看護師の相談日：９月１９日（金）午前１０時～正午
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各種相談ガイド　 ９月１０日（水）～１０月９日（木）
※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問い合わせ先

育児相談
９月１０日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

９月２２日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】子育てこころの相談 １０月８日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

【予】こころの健康相談
９月１６日（火）午後１時３０分～　精神科医
１０月２日（木）午後１時３０分～　心理士

佐野市保健センター

【予】精神保健福祉相談 ９月１９日（金）午後１時３０分～ 安足健康福祉センター
（足利市真砂町１- １）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

【予】健康栄養相談
９月１７日（水）・１０月８日（水）
①午前９時１５分～　②午前１０時３０分～

佐野市保健センター 健康増進課
☎（２４）５７７０

消費生活相談

月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（田沼庁舎本館１階）

消費生活センター
☎（６１）１１６１

９月２４日（水）午前９時３０分～１１時３０分 男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課　
☎（２７）２３５４

平常相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時 交通生活課 
（田沼庁舎本館１階）

交通生活課
☎（６１）１１５９

【予】弁護士無料法律相談
９月１６日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は９月１日午前９時～

田沼中央公民館 交通生活課
☎（６１）１１５９

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・
　女性家庭・行政相談・
　宅地建物相談

９月１２日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

交通生活課
☎（６１）１１５９９月１７日（水）午後１時３０分～４時 田沼中央公民館

１０月７日（火）午後１時３０分～４時 葛生あくと保健センター

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時 教育センター 
（田沼中央公民館１階）

教育センター
☎（６２）１１３１

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時 少年指導センター 
（田沼庁舎本館２階） 少年指導センター

☎（６１）１１７５
青少年に関する巡回相談 ９月１８日（木）午前１０時～午後３時 田沼中央公民館

☎（６１）１１３５

児童福祉・女性相談・母子・
父子家庭・寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室 
（東仮庁舎事務棟２階）

家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児サービスあり）

９月１９日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課
☎（２７）２３５４

【予】女性のためのカウン
セリング相談

９月１８日・１０月２日（木）
午前１０時～１１時５０分

女性相談 ９月２５日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
９月１８日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

外国人特設相談 

（中国語通訳あり）
９月２４日（水）午後２時～４時

国際交流協会（男女共同
参画推進センター内）

国際交流協会
☎（２４）４４４７
交通生活課
☎（６１）１１５９

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

９月２４日（水）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館 隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

精神に障がいのある方の相
談支援 月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの 相談支援事業所さの

☎（２１）６８１１

身体や知的に障がいのある
方の相談支援 月～金曜日午前８時３０分～午後５時３０分 障がい者相談支援セン

ターみどり
障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９
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　７月２７日、小学生とその保護者を対象に、親

子茶道教室が万葉の里・城山記念館で行われまし

た。この教室は茶華道協会茶道部により、１２月

まで毎月１回、茶道を学び・親しみ、理解を深め

ることを目的に開催されます。

　この日は、裏千家茶道家の先生が挨拶、歩き方、

和菓子・抹茶のいただき方を説明し、最後には親

子で抹茶をたてて互いに振る舞い合いました。

さの秀郷まつり

子ども演劇サマースクール

　8月９日、さの秀郷まつりが佐野駅周辺で開催

されました。

　今年は台風１１号のため、１０日は全イベント

中止になり、９日のみの開催となりました。９日

もときおり雨が降るあいにくの天気でしたが、約

５万人の人々が訪れました。

　城東中学校では｢秀郷流流鏑馬｣が行われまし

た。訪れた皆さんは、馬の豪快な走りと射手の弓

さばきに見入っていました。

　城山や万町駐車場に設けられたステージでは、

太鼓の演奏などが披露されたほか、親善都市・彦

根市から来てくれた「ひこにゃん」がさのまると登

場。抽選で選ばれた皆さんと記念撮影を行いまし

た。また、佐野駅前通りで行われた市民総おどり

には、約１，２００人が参加。「佐野まつり」、「華

の秀郷」、「さのまる音頭」を踊りました。

キャンペーンスタッフコンテスト＆
ＳＡＮＯブランドール結成記念イベントを開催

▼日時＝９月６日（土）午前１１時～午後５時

▼会場＝イオンモール佐野新都市

■問合せ＝観光立市推進課☎（２７）３０１１

　７月２２日から２６日の間、葛生あくとプラザ

で、子ども演劇サマースクールが開催されました。 

　この講座は、夏休みの小学４年生から中学３年

生を対象に、演劇やお芝居の面白さを知ってもら

おうと、（公・財）佐野市文化振興事業団が毎年開

催しています。 

　今年は、市内の小中学校から約４０人が参加し、

プロの講師から演劇や演技を遊びながら楽しく学

びました

親子茶道教室
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　８月３日、たぬまふるさと祭りが市民病院北西

の市道に会場を移し、開催されました。

　会場では、水風船を投げ合う｢水合戦｣が行われ

たほか、各団体などのステージや、日本のどまん

なかを歌う ｢どまんなか総踊り｣ などが行われま

した。また、さのまるも登場し、子どもたちと一

緒に記念写真を撮るなど、お祭りを盛り上げまし

た。

　｢水合戦｣の小学生の部では、２６チームが参加

し、チーム｢Ａ＆Ｒ｣が優勝。各チームで作戦を考

えながら、手に水風船を持ち相手陣地に突撃 ! 冷

たくも熱い戦いを繰り広げていました。

　７月２０日、堀米運動

場で開催されました。

　これは、佐野市地域女

性連絡協議会の主催で ｢

いのちと絆、三世代のふ

れあい｣ をテーマとして、

毎年夏休みに開催され、

今回で第９回となります。

　早朝から約４００人もの家族が集まり、全員で

ラジオ体操やリレー、大玉転がしなどを行ったほ

か、佐野署による交通安全教室も行われました。

　身体を動かした後には、赤飯と豚汁の朝食が振

る舞われ、家族みんなでおいしそうに朝ごはんを

食べていました。 

自
治
基
本
条
例
策
定

に
向
け
て
市
民
会
議

が
始
ま
り
ま
す
！

　「自治基本条例」って何？今なぜそれが必要な

の？そんな疑問をぶつけ合いながら話し合ってい

く座談会も 7月２９日で３回目となりました。

　これは「自分たちの住むまちはどうあるべきか、

ルールを自分たちで作っていこう」という市民が

主役のまちづくりを進める座談会で、さらに９月

には自治基本条例策定に向けての市民会議の開催

を目指しています。

　国の政策で地方分権が進み、佐野市ではさまざ

まな分野で、市民が積極的に行政と関わりながら

活動する様子が日常的に見られるようになってき

ました。そうした自分たちでまちづくりを推進し

ていこうとする人たちや組織が、参加から参画へ

と進化しています。今後“佐野市民力”は、ます

ます必要とされていくことでしょう。

　皆さん、「私たちの佐野市がどうあって欲しい

のか」を一緒に考えてみませんか？

（市民記者　永倉文子）

　７月２６日、佐野武

道館で、剣道・柔道の

日独交流が行われまし

た。これは、佐野市ス

ポーツ少年団の日独同

時交流事業として行われたもので、ドイツからの

訪問団として１４歳～２０歳までの男女９人、団

長１人が市を訪れました。

　訪問団の皆さんは、剣道を見学したのち、打ち

込みを体験。続いての柔道では、佐野市の子ども

たちと真剣な表情で乱取りを行いました。

　訪問団は｢日本で武道を体験でき、非常によかっ

た。佐野市の人々はホスピタリティが高くとても

親切でした｣ と話していました。

早寝・早起き・朝ご飯・
ラジオ体操朝飯会

た
ぬ
ま

ふ
る
さ
と
祭
り

佐野市スポーツ少年団 
日独同時交流事業を開催



　
さのまるの世界進出！香港上陸！！
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●出生　７５人　●死亡１２３人

●婚姻　３６組　●離婚　１８組

●転入２６６人　●転出２４２人

人口の動き（７月分）

	●人口				１２２，３２１人（－２４）　●世帯４９，６７１戸（＋５２）

　　		男　６０，２８４人（ー１９）　　　　　　（　）は前月比

　　		女　６２，０３７人（－５）

人口と世帯数（８月１日現在）

富山宏秋・寿子さん（犬伏新町）津布久友士・倫枝さん（富岡町）

瑛
あ き と

斗ちゃん 平成２３年１２月生

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

結
ゆ い と

翔ちゃん 平成２６年３月生

　さのまるが香港で開催された「香港フードエクスポ」「夏

祭りだぜ！ｉｎ香港」に参加してきました。

　「香港フードエクスポ」は世界中から約４１万人が来場

するアジア最大級の食品展示会で、さのまるはその日本パ

ビリオンで、佐野市を紹介したチラシ（日本語・英語）を配

布したり、記念撮影に応じるなど市をＰＲしてきました。

　また「夏祭りだぜ！ｉｎ香港」では、さのまる音頭が流

れる中、日本のゆるキャラ代表としてステージに上り、集

まった香港の皆さんに、熱烈な歓迎をしていただきました。

■

問合せ＝都市ブランド推進室☎（２０）３０１２

【さのまるの家の臨時休業】

９月１日（月）・１３日（土）・１４日（日）、	１０月１日（水）

飯田瞬・友貴子さん（堀米町）

平成２５年１１月生樹
いつき

ちゃん

大島武彦・奈津子さん（犬伏上町）

優
ゆ う し

士ちゃん

泰
た い し

士ちゃん
平成２５年１２月生


